
すく すく 笑顔

　大
型
連
休
は
レ
ジ
ャ
ー
等
で
遠
出
さ

れ
た
方
も
多
い
の
で
は
。
山
々
に
は

木
々
が
芽
吹
き
鮮
や
か
な
緑
一
面
。
出

か
け
る
に
は
絶
好
の
時
季
で
す
ね
。

　私
は
と
い
え
ば
、
散
歩
で
も
と
思
い
、

近
く
を
散
策
し
な
が
ら
歩
い
て
み
ま
し

た
。
す
る
と
今
ま
で
気
付
か
な
か
っ
た

も
の
を
目
に
し
、
た
ま
に
は
の
ん
び
り

す
る
の
も
い
い
な
ぁ
と
感
じ
た
半
面
、

車
の
危
険
性
も
体
感
。

　春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
は
終
わ
り

ま
し
た
が
、
引
き
続
き
ゆ
と
り
を
も
っ

た
安
全
運
転
で
お
願
い
し
ま
す
。（
係
）
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http://www.town.kashima.kumamoto.jp/
http://www.town.kashima.kumamoto.jp/i/

発行日　平成26年5月9日

嘉島町の人口動態

平成26年4月30日現在

（前月比）

人　口　 9,078 人　　（－32）

　男　　 4,358 人　　（－22）

　女　　 4,720 人　　（－10）

世帯数　 3,344 世帯　（－27）

-

- - -

5月 11日（日） 笹原外科胃腸科医院（御船町）
  ☎２８２－００７０
5月 18日（日） のぐち皮ふ科医院（嘉島町）
  ☎２３７－４１１２
5月 25日（日） 榊田外科医院（御船町）
  ☎２８２－６３６３
6月  1日（日） 泰泉堂牟田医院（御船町）
  ☎２８２－０216
 古閑整形外科胃腸科医院（御船町）
  ☎２８４－２０１０
6月  8日（日） 西村病院（嘉島町）
  ☎２３７－１５５１
6月 15日（日） 熊本回生会病院（嘉島町）
  ☎２３７－１１３３

　第14回御船警察署管内4町対抗交
通安全グラウンドゴルフ大会に参加
された嘉島町老人クラブ連合会代表
チーム（北甘木老人会）の皆さん。
　交通安全の特別ルールが設けられ
た8ホールを安全にプレーし、12チー
ム中3位の好成績を収めました。

「すくすく笑顔」掲載希望者を募集しています。総務課広報係
に写真を持参いただくか、メールでご応募ください。メールの
場合は、写真を添付し、氏名、生年月日、コメントを入力のう
えsoumu@town.kashima.kumamoto.jpに送信してください。

宮
村 

仁
子
（
に
こ
）
ち
ゃ
ん

平
成
25
年
５
月
12
日
生

おねえちゃん、
いつも遊んでくれてありがとう

ご両親：宮村　任さん・選子さん（上島）
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主な内容

清水わき 心ふれあう 嘉島町

年
平成 年

「Ｌet’s enjoy 楽しんでいます」では元気に活動されるお年寄りの団体や個人を紹介します。
掲載を希望される方は総務課広報係までご連絡ください。

左上：教室の後ろに並
んで入学式を待つ嘉
島西小の新1年生
右上：矢形川の庄嶋橋
下流にあげられたこ
いのぼり
右中：人工芝の多目的
競技場で開かれた
サッカー教室に参加し
た子どもたち
中央：下仲間地区の麦
畑
右下：嘉島リバゾン内
のツツジ
左下：犬渕地区のレン
ゲ畑と麦畑

○平成26年度一般会計当初予算 
………………………… ②～③

○多目的競技場完成………… ④

○春の全国交通安全運動…… ⑤
○入学・入園式………… ⑥～⑦
○町赴任の先生方紹介……… ⑧
○消防団新部長に辞令……… ⑨
○新嘱託員に委嘱状………… ⑨

○郡体は7月13日開会式 …… ⑩
○特定健診のおすすめ……… ⑫
○お知らせ情報館……… ⑬～⑱
○見守り新鮮情報…………… ⑳
○Living in Kashima ……… ㉑
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地方交付税・
地方特例交付金

　嘉
島
町
の
平
成
26
年
度
一
般
会

計
当
初
予
算
は
、
35
億
８
２
９
４

万
２
千
円
。
町
民
会
館
の
完
成
に

伴
い
、
前
年
度
に
比
べ
て
25
・
８
％
、

12
億
円
余
り
減
少
し
ま
し
た
。

　本
年
度
は
、
東
部
台
地
土
地
区

画
整
理
事
業
が
本
格
化
。
町
民
会

館
に
移
転
し
た
旧
保
健
セ
ン
タ
ー

は
改
修
し
、
子
育
て
支
援
の
活
動

拠
点
と
し
て
整
備
し
ま
す
。
人
口

増
に
伴
う
児
童
数
の
増
加
が
予
想

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
嘉
島
西
小
の

校
舎
増
築
の
準
備
に
入
り
ま
す
。

　東
部
台
地
開
発
で
は
、
簡
易
水

道
事
業
を
始
め
る
た
め
の
特
別
会

計
を
新
設
し
ま
し
た
。
大
規
模
な

土
地
開
発
で
あ
る
だ
け
に
、
豊
か

な
湧
水
に
恵
ま
れ
た
嘉
島
町
で
は

こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
上
水
道
を
敷

設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　全
国
的
な
人
口
減
少
の
中
、
嘉

島
町
の
人
口
は
こ
れ
か
ら
も
増
え

て
い
き
ま
す
。
平
成
32
年
度
を
目

標
年
次
と
す
る
町
の
第
５
次
総
合

計
画
の
基
本
理
念
「
活
力
と
う
る

お
い
に
満
ち
た
田
園
文
化
都
市
」

の
実
現
に
向
け
て
、
着
実
な
歩
み

を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

　
町
税
や
繰
入
金
等
の
自
主
財
源

の
比
率
が
前
年
度
か
ら
２
・
４
％

上
昇
し
て
57
・
２
％
、
地
方
交
付

税
等
の
依
存
財
源
は
42
・
８
％
に

低
下
し
ま
し
た
。
自
主
財
源
の
軸

と
な
る
町
税
は
、
前
年
度
に
対
し

２
・
６
％
増
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
依
存
財
源
で
は
、
町
民
会
館
の

建
設
が
完
了
し
た
た
め
、
こ
れ
ま

で
必
要
だ
っ
た
町
債
が
大
幅
に
減

少
、
前
年
度
比
69
・
１
％
減
に
な

り
ま
し
た
。

　
今
後
も
東
部
台
地
土
地
区
画
整

理
事
業
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
を
抱
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
自

主
財
源
の
確
保
に
努
め
る
な
ど
の

自
主
努
力
が
ま
す
ま
す
要
求
さ
れ

ま
す
。

　
町
民
会
館
の
建
設
が
完
了
し
た

こ
と
か
ら
、
投
資
的
経
費
の
占
め

る
割
合
は
前
年
度
の
39
・
９
％
か

ら
15
・
９
％
に
減
少
し
ま
し
た
。

人
件
費
や
扶
助
費
な
ど
の
義
務
的

経
費
は
前
年
度
比
６
・
２
％
増
、

維
持
補
修
費
や
補
助
費
等
な
ど
の

経
常
的
経
費
は
同
５
・
０
％
増
と

な
り
ま
し
た
。

　
主
な
事
業
で
は
、
東
部
台
地
土

地
区
画
整
理
事
業
が
補
助
、
単
独

合
わ
せ
て
２
億
８
８
９
万
円
２
千

円
。
近
く
事
業
認
可
を
得
て
、
地

区
界
測
量
の
内
容
精
査
と
そ
の
結

果
に
基
く
換
地
設
計
や
道
路
の
詳

細
設
計
な
ど
を
進
め
ま
す
。
総
合

運
動
公
園
は
５
千
万
円
を
計
上
、

管
理
棟
や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
敷
地

内
を
周
回
す
る
ジ
ョ
ギ
ン
グ
・
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
整
備
し
ま

す
。

　
町
民
会
館
に
機
能
を
移
設
し
た

旧
保
健
セ
ン
タ
ー
は
大
幅
な
改
修

工
事
を
行
い
、
現
在
嘉
島
西
小
の

敷
地
内
で
実
施
し
て
い
る
「
つ
ど

い
の
広
場
事
業
」や「
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
」
を
移

し
、
子
育
て
支
援
の
活
動
拠
点
と

し
て
整
備
し
ま
す
。

　
嘉
島
西
小
の
増
築
施
設
整
備
事

業
と
し
て
２
３
０
０
万
円
。
人
口

増
に
伴
う
児
童
数
の
増
加
で
、
平

成
28
年
度
以
降
は
全
学
年
３
ク
ラ

ス
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
教

室
数
が
不
足
す
る
こ
と
か
ら
、
校

舎
設
計
管
理
を
委
託
し
ま
す
。

　
ま
た
、
特
別
会
計
で
は
、
東
部

台
地
の
開
発
に
伴
っ
て
敷
設
す
る

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
を
新
設
。

計
画
区
域
内
で
配
水
池
の
用
地
確

保
と
施
設
設
備
の
設
計
な
ど
の
た

め
に
７
８
８
８
万
９
千
円
を
計
上

し
ま
し
た
。

　
今
後
も
限
ら
れ
た
予
算
を
効
率

よ
く
運
用
す
る
よ
う
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

子
育
て
支
援
の
活
動
拠
点
と
し
て

整
備
さ
れ
る
旧
保
健
セ
ン
タ
ー

平成26年度一般会計当初予算

35億8294万2千円 活
力
と
う
る
お
い
に
満
ち
た 

田
園
文
化
都
市
へ

東
部
台
地
開
発
、
子
育
て
支
援
拠
点
な
ど
推
進

歳
入

歳
出

前年度比
25.8％減

3億8,078万1千円繰入金
9,277万8千円分担金及び負担金
2,781万1千円使用料及び手数料
188万3千円財産収入
5,000万0千円繰越金
2,825万9千円諸収入

1千円寄附金
4億5,000万0千円地方交付税

300万0千円地方特例交付金
6億2,928万4千円国県支出金
3,700万0千円地方譲与税
160万0千円利子割交付金
130万0千円配当割交付
20万0千円株式等譲渡所得割交付金

1億2,200万0千円地方消費税交付金
400万0千円自動車取得税交付金
232万5千円交通安全対策特別交付金

2億8,310万0千円町債
35億8,294万2千円平成26年度 歳入予算額

14億6,762万0千円町税

議会活動に要する経費6,831万7千円議会費
全般的な管理事務、企画調整事務、徴税、選挙等の経費  4億6,232万9千円総務費
住民の方の一定水準の生活と安定した社会生活を保障するための経費10億1,874万8千円民生費
住民の方の健康にして衛生的な生活環境を保持するための経費3億6,100万5千円衛生費
農業や畜産等の振興経費、農業委員会費等1億2,638万1千円農林水産業費
商工業の振興、観光事業等の経費524万6千円商工費
維持的、改良的な土木事業全般6億2,651万3千円土木費
消火事務、災害防除、災害被害軽減活動の経費1億6,927万0千円消防費
教育委員会、小・中学校、社会教育等のすべての教育関係の経費3億8,613万8千円教育費
災害によって生じた被害の復旧に要する経費3千円災害復旧費
未償還の公債の元金、利子等3億0,603万0千円公債費

5296万2千円予備費
35億8,294万2千円平成26年度歳出予算額

説　　　　　　　明金　　額歳　　出

住宅新築資金等貸付特別会計予算
 　　　　　　　       35万1千円 
介護保険特別会計予算
　　　　　　　　　6億7,493万2千円 
公共下水道事業特別会計予算
　　　　　　　　　5億5,708万9千円 
後期高齢者医療特別会計予算
 　　　　　　  1億0,576万0千円 
簡易水道事業特別会計予算
　　　　　　　　　　  7,888万9千円

国民健康保険特別会計予算
　　　　　　　　 10億6,950万5千円 

平成26年度 嘉島町特別会計予算

［扶助費］
保育所児童措置費扶助 
児童手当扶助 
障害者自立支援給付費扶助 
［補助費等］
上益城消防組合負担金 
益城嘉島西原環境衛生施設組合負担金 
御船地区衛生施設組合負担金 
臨時福祉給付金 
町社会福祉協議会補助金 
延長保育促進事業補助金 
［維持補修費］    
町道維持補修費 
［普通建設事業費（補助）］
東部台地土地区画整理事業 
運動公園整備事業 
子育て支援センター整備事業 
［普通建設事業費（単独）］
東部台地土地区画整理事業 
道路改良舗装事業 
嘉島西小学校増築施設整備事業
［繰出金］
公共下水道事業特別会計繰出金 
後期高齢者医療広域連合負担金 
介護保険特別会計繰出金 
国民健康保険特別会計繰出金

2億6,335万3千円
1億6,926万0千円
5,996万0千円

1億3,610万9千円
8,179万6千円
3,626万4千円
3,000万0千円
2,052万1千円
1,180万8千円

1,373万3千円

1億1,000万0千円
5,000万0千円
2,000万0千円

9,889万2千円
7,939万0千円
2,300万0千円

1億2,295万8千円
1億0,903万5千円
1億0,450万3千円
5024万0千円

歳出

歳入

歳 入

分担金及び負担金

町税

繰入金

使用料及び手数料

財産収入・寄附金・諸収入

繰越金

議会費

総務費

地方交付税・
地方特例交付金

国県支出金

地方消費税交付金

地方譲与税

町債

依存財源（42.8％） 自主財源（57.2％）

民生費

衛生費

農林水産業費商工費

土木費

消防費

教育費

災害復旧費

公債費

予備費

歳 出

予算の主な使われ方
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地方交付税・
地方特例交付金

　嘉
島
町
の
平
成
26
年
度
一
般
会

計
当
初
予
算
は
、
35
億
８
２
９
４

万
２
千
円
。
町
民
会
館
の
完
成
に

伴
い
、
前
年
度
に
比
べ
て
25
・
８
％
、

12
億
円
余
り
減
少
し
ま
し
た
。

　本
年
度
は
、
東
部
台
地
土
地
区

画
整
理
事
業
が
本
格
化
。
町
民
会

館
に
移
転
し
た
旧
保
健
セ
ン
タ
ー

は
改
修
し
、
子
育
て
支
援
の
活
動

拠
点
と
し
て
整
備
し
ま
す
。
人
口

増
に
伴
う
児
童
数
の
増
加
が
予
想

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
嘉
島
西
小
の

校
舎
増
築
の
準
備
に
入
り
ま
す
。

　東
部
台
地
開
発
で
は
、
簡
易
水

道
事
業
を
始
め
る
た
め
の
特
別
会

計
を
新
設
し
ま
し
た
。
大
規
模
な

土
地
開
発
で
あ
る
だ
け
に
、
豊
か

な
湧
水
に
恵
ま
れ
た
嘉
島
町
で
は

こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
上
水
道
を
敷

設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　全
国
的
な
人
口
減
少
の
中
、
嘉

島
町
の
人
口
は
こ
れ
か
ら
も
増
え

て
い
き
ま
す
。
平
成
32
年
度
を
目

標
年
次
と
す
る
町
の
第
５
次
総
合

計
画
の
基
本
理
念
「
活
力
と
う
る

お
い
に
満
ち
た
田
園
文
化
都
市
」

の
実
現
に
向
け
て
、
着
実
な
歩
み

を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

　
町
税
や
繰
入
金
等
の
自
主
財
源

の
比
率
が
前
年
度
か
ら
２
・
４
％

上
昇
し
て
57
・
２
％
、
地
方
交
付

税
等
の
依
存
財
源
は
42
・
８
％
に

低
下
し
ま
し
た
。
自
主
財
源
の
軸

と
な
る
町
税
は
、
前
年
度
に
対
し

２
・
６
％
増
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
依
存
財
源
で
は
、
町
民
会
館
の

建
設
が
完
了
し
た
た
め
、
こ
れ
ま

で
必
要
だ
っ
た
町
債
が
大
幅
に
減

少
、
前
年
度
比
69
・
１
％
減
に
な

り
ま
し
た
。

　
今
後
も
東
部
台
地
土
地
区
画
整

理
事
業
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
を
抱
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
自

主
財
源
の
確
保
に
努
め
る
な
ど
の

自
主
努
力
が
ま
す
ま
す
要
求
さ
れ

ま
す
。

　
町
民
会
館
の
建
設
が
完
了
し
た

こ
と
か
ら
、
投
資
的
経
費
の
占
め

る
割
合
は
前
年
度
の
39
・
９
％
か

ら
15
・
９
％
に
減
少
し
ま
し
た
。

人
件
費
や
扶
助
費
な
ど
の
義
務
的

経
費
は
前
年
度
比
６
・
２
％
増
、

維
持
補
修
費
や
補
助
費
等
な
ど
の

経
常
的
経
費
は
同
５
・
０
％
増
と

な
り
ま
し
た
。

　
主
な
事
業
で
は
、
東
部
台
地
土

地
区
画
整
理
事
業
が
補
助
、
単
独

合
わ
せ
て
２
億
８
８
９
万
円
２
千

円
。
近
く
事
業
認
可
を
得
て
、
地

区
界
測
量
の
内
容
精
査
と
そ
の
結

果
に
基
く
換
地
設
計
や
道
路
の
詳

細
設
計
な
ど
を
進
め
ま
す
。
総
合

運
動
公
園
は
５
千
万
円
を
計
上
、

管
理
棟
や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
敷
地

内
を
周
回
す
る
ジ
ョ
ギ
ン
グ
・
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
整
備
し
ま

す
。

　
町
民
会
館
に
機
能
を
移
設
し
た

旧
保
健
セ
ン
タ
ー
は
大
幅
な
改
修

工
事
を
行
い
、
現
在
嘉
島
西
小
の

敷
地
内
で
実
施
し
て
い
る
「
つ
ど

い
の
広
場
事
業
」や「
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
」
を
移

し
、
子
育
て
支
援
の
活
動
拠
点
と

し
て
整
備
し
ま
す
。

　
嘉
島
西
小
の
増
築
施
設
整
備
事

業
と
し
て
２
３
０
０
万
円
。
人
口

増
に
伴
う
児
童
数
の
増
加
で
、
平

成
28
年
度
以
降
は
全
学
年
３
ク
ラ

ス
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
教

室
数
が
不
足
す
る
こ
と
か
ら
、
校

舎
設
計
管
理
を
委
託
し
ま
す
。

　
ま
た
、
特
別
会
計
で
は
、
東
部

台
地
の
開
発
に
伴
っ
て
敷
設
す
る

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
を
新
設
。

計
画
区
域
内
で
配
水
池
の
用
地
確

保
と
施
設
設
備
の
設
計
な
ど
の
た

め
に
７
８
８
８
万
９
千
円
を
計
上

し
ま
し
た
。

　
今
後
も
限
ら
れ
た
予
算
を
効
率

よ
く
運
用
す
る
よ
う
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

子
育
て
支
援
の
活
動
拠
点
と
し
て

整
備
さ
れ
る
旧
保
健
セ
ン
タ
ー

平成26年度一般会計当初予算

35億8294万2千円 活
力
と
う
る
お
い
に
満
ち
た 

田
園
文
化
都
市
へ

東
部
台
地
開
発
、
子
育
て
支
援
拠
点
な
ど
推
進

歳
入

歳
出

前年度比
25.8％減

3億8,078万1千円繰入金
9,277万8千円分担金及び負担金
2,781万1千円使用料及び手数料
188万3千円財産収入
5,000万0千円繰越金
2,825万9千円諸収入

1千円寄附金
4億5,000万0千円地方交付税

300万0千円地方特例交付金
6億2,928万4千円国県支出金
3,700万0千円地方譲与税
160万0千円利子割交付金
130万0千円配当割交付
20万0千円株式等譲渡所得割交付金

1億2,200万0千円地方消費税交付金
400万0千円自動車取得税交付金
232万5千円交通安全対策特別交付金

2億8,310万0千円町債
35億8,294万2千円平成26年度 歳入予算額

14億6,762万0千円町税

議会活動に要する経費6,831万7千円議会費
全般的な管理事務、企画調整事務、徴税、選挙等の経費  4億6,232万9千円総務費
住民の方の一定水準の生活と安定した社会生活を保障するための経費10億1,874万8千円民生費
住民の方の健康にして衛生的な生活環境を保持するための経費3億6,100万5千円衛生費
農業や畜産等の振興経費、農業委員会費等1億2,638万1千円農林水産業費
商工業の振興、観光事業等の経費524万6千円商工費
維持的、改良的な土木事業全般6億2,651万3千円土木費
消火事務、災害防除、災害被害軽減活動の経費1億6,927万0千円消防費
教育委員会、小・中学校、社会教育等のすべての教育関係の経費3億8,613万8千円教育費
災害によって生じた被害の復旧に要する経費3千円災害復旧費
未償還の公債の元金、利子等3億0,603万0千円公債費

5296万2千円予備費
35億8,294万2千円平成26年度歳出予算額

説　　　　　　　明金　　額歳　　出

住宅新築資金等貸付特別会計予算
 　　　　　　　       35万1千円 
介護保険特別会計予算
　　　　　　　　　6億7,493万2千円 
公共下水道事業特別会計予算
　　　　　　　　　5億5,708万9千円 
後期高齢者医療特別会計予算
 　　　　　　  1億0,576万0千円 
簡易水道事業特別会計予算
　　　　　　　　　　  7,888万9千円

国民健康保険特別会計予算
　　　　　　　　 10億6,950万5千円 

平成26年度 嘉島町特別会計予算

［扶助費］
保育所児童措置費扶助 
児童手当扶助 
障害者自立支援給付費扶助 
［補助費等］
上益城消防組合負担金 
益城嘉島西原環境衛生施設組合負担金 
御船地区衛生施設組合負担金 
臨時福祉給付金 
町社会福祉協議会補助金 
延長保育促進事業補助金 
［維持補修費］    
町道維持補修費 
［普通建設事業費（補助）］
東部台地土地区画整理事業 
運動公園整備事業 
子育て支援センター整備事業 
［普通建設事業費（単独）］
東部台地土地区画整理事業 
道路改良舗装事業 
嘉島西小学校増築施設整備事業
［繰出金］
公共下水道事業特別会計繰出金 
後期高齢者医療広域連合負担金 
介護保険特別会計繰出金 
国民健康保険特別会計繰出金

2億6,335万3千円
1億6,926万0千円
5,996万0千円

1億3,610万9千円
8,179万6千円
3,626万4千円
3,000万0千円
2,052万1千円
1,180万8千円

1,373万3千円

1億1,000万0千円
5,000万0千円
2,000万0千円

9,889万2千円
7,939万0千円
2,300万0千円

1億2,295万8千円
1億0,903万5千円
1億0,450万3千円
5024万0千円

歳出

歳入

歳 入

分担金及び負担金

町税

繰入金

使用料及び手数料

財産収入・寄附金・諸収入

繰越金

議会費

総務費

地方交付税・
地方特例交付金

国県支出金

地方消費税交付金

地方譲与税

町債

依存財源（42.8％） 自主財源（57.2％）

民生費

衛生費

農林水産業費商工費

土木費

消防費

教育費

災害復旧費

公債費

予備費

歳 出

予算の主な使われ方

― 3 ― ― 2 ―
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※オレンジ部分は特色レイヤーに入れること！ 穴は青で

　
嘉
島
町
総
合
運
動
公
園
に
多
目

的
競
技
場
と
芝
生
広
場
が
完
成
。

４
月
５
日
、
記
念
式
典
が
開
か
れ

ま
し
た
。
す
で
に
利
用
さ
れ
て
い

る
野
球
場
と
合
わ
せ
、
町
民
の
ス

ポ
ー
ツ
交
流
の
拠
点
と
し
て
活
用

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
荒
木
町
長
が
、「
２
０
２
０
年

に
は
東
京
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
あ

り
ま
す
。
競
技
場
を
利
用
す
る
人

た
ち
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
や

メ
ダ
リ
ス
ト
が
生
ま
れ
て
ほ
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
町
長
に
よ
る

始
球
式
の
後
、
サ
ッ
カ
ー
教
室
が

開
か
れ
、
町
内
の
小
中
学
生
約
１

０
０
人
が
、
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
２
ロ

ア
ッ
ソ
熊
本
の
コ
ー
チ
か
ら
シ
ュ
ー

ト
や
パ
ス
な
ど
の
ボ
ー
ル
の
扱
い

や
体
の
動
き
な
ど
を
教
わ
り
ま
し

た
。

　
県
１
部
リ
ー
グ
で
昨
年
優
勝
の

嘉
島
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
と
ロ
ア
ッ

ソ
熊
本
サ
テ
ラ
イ
ト
と
の
親
善
試

合
も
行
わ
れ
、
嘉
島
ク
ラ
ブ
は
０

－
１
で
惜
し
く
も
敗
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
運
動
公
園
用
地
に
協
力

し
て
い
た
だ
い
た
元
地
権
者
の
皆

さ
ん
や
工
事
に
携
わ
っ
た
企
業
に

は
18
日
、
町
長
か
ら
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　
競
技
場
は
１
周
４
０
０
㍍
、
６

レ
ー
ン
の
全
天
候
型
陸
上
ト
ラ
ッ

ク
に
、
縦
１
０
５
㍍
、
横
68
㍍
の

サ
ッ
カ
ー
や
ラ
グ
ビ
ー
が
で
き
る

多
目
的
広
場
を
備
え
て
い
ま
す
。

照
明
灯
も
４
基
あ
り
、
多
目
的
広

場
は
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
公
認
の

人
工
芝
で
す
。

　
芝
生
広
場
は
天
然
芝
で
、
約

０
・
８
㌶
。
つ
り
橋
や
す
べ
り
台

の
あ
る
大
型
複
合
遊
具
は
子
ど
も

た
ち
に
人
気
が
あ
り
、
他
に
ブ
ラ

ン
コ
、
ベ
ン
チ
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

家
族
や
友
人
グ
ル
ー
プ
で
ボ
ー
ル

遊
び
や
ピ
ク
ニ
ッ
ク
な
ど
を
楽
し

め
ま
す
。

　
総
合
運
動
公
園
の
敷
地
は
約

６
・
３
㌶
。
平
成
20
年
に
事
業
に

着
手
。
本
年
度
は
管
理
棟
を
建
て

る
ほ
か
、
競
技
場
周
囲
に
約
８
５

０
㍍
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
・
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
ロ
ー
ド
、
芝
生
広
場
横
に
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
を
整
備
し
て
事
業
完

了
の
予
定
で
す
。

　
総
事
業
費
は
16
億
円
、
約
半
分

は
国
の
補
助
金
を
充
当
し
ま
す
。

駐
車
場
は
２
４
３
台
収
容
。
利
用

者
の
増
加
に
応
じ
て
増
設
も
検
討

し
ま
す
。

つ
り
橋
や
す
べ
り
台
の
あ
る
大
型
複
合
遊

具
を
備
え
た
芝
生
広
場

全
天
候
型
ト
ラ
ッ
ク
と
人
工
芝
の
多
目
的
競

技
場
。
右
奥
は
野
球
場
。
中
央
奥
が
芝
生
広

場

人工芝の多目的広場で、サッカー教室に
参加した子どもたち

サッカー教室にはロアッソくんも登場
嘉島サッカークラブとロアッソの親善試合

荒木町長

ス
ポ
ー
ツ
交
流
の
拠
点

多
目
的
競
技
場
・
芝
生
広
場
完
成

完
成
記
念
式
典

施
設
・
設
備

　
４
月
６
日
か
ら
15
日
ま
で
の
春

の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
中
、

嘉
島
町
で
は
多
彩
な
運
動
が
展
開

さ
れ
ま
し
た
。

○
御
船
署
管
内
４
町
合
同
出
発
式

　
甲
佐
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で

４
月
４
日
行
わ
れ
、
交
通
指
導
員

や
交
通
安
全
母
の
会
、
老
人
会
な

ど
の
皆
さ
ん
が
参
加
。
嘉
島
町
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
交
通
安
全
功

労
団
体
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

甲
佐
町
交
通
安
全
母
の
会
会
長
の

交
通
安
全
宣
言
な
ど
の
あ
と
、
青

パ
ト
を
先
頭
に
嘉
島
町
役
場
ま
で

交
通
安
全
啓
発
パ
レ
ー
ド
を
行
い

ま
し
た
。

○
街
頭
指
導
　
町
内
の
主
要
交
差

点
で
、
町
議
会
議
員
や
交
通
指
導

員
、
母
の
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
交
通
安

全
協
会
の
皆
さ
ん
が
横
断
旗
を
手

に
交
通
指
導
を
行
い
、
児
童
、
生

徒
の
登
校
を
見
守
り
ま
し
た
。

○
町
長
も
登
校
見
守
る
　
荒
木
町

長
が
４
月
10
日
朝
、
登
校
す
る
嘉

島
東
・
西
小
学
校
の
児
童
や
嘉
島

中
の
生
徒
に
「
気
を
付
け
て
い
っ

て
ら
っ
し
ゃ
い
」
と
声
を
か
け
ま

し
た
。児
童
は「
い
っ
て
き
ま
す
! !
」

と
元
気
に
答
え
て
い
ま
し
た
。

○
園
児
が
安
全
運
転
呼
び
か
け
　

　
嘉
島
保
育
園
児
26
人
が
４
月
10

日
、
交
通
安
全
母
の
会
会
員
と
一

緒
に
役
場
前
で
ド
ラ
イ
バ
ー
に

「
安
全
運
転
で
お
願
い
し
ま
す
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
町
交
通
指

導
員
や
御
船
署
員
も
参
加
。
園
児

た
ち
が
笑
顔
で
チ
ラ
シ
と
タ
オ
ル

を
手
渡
す
と
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
笑

顔
で
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。

○
黄
色
の
安
全
帽
と
傘
の
贈
呈
　

　
４
月
９
日
の
入
学
式
で
、
嘉
島

東
、
西
小
の
新
１
年
生
95
人
に
、

町
か
ら
安
全
帽
、
交
通
安
全
協
会

か
ら
安
全
傘
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

○
交
通
安
全
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　
甲
佐
町
の
グ
リ
ー
ン
パ
ル
甲
佐

で
４
月
15
日
行
わ
れ
、
御
船
署
管

内
４
町
の
老
人
会
、
母
の
会
、
交

通
安
全
協
会
の
各
チ
ー
ム
（
５

名
）
が
参
加
し
ま
し
た
。
今
回
で

14
回
目
。
８
ホ
ー
ル
の
コ
ー
ス
に

は
一
時
停
止
違
反
や
飲
酒
運
転
違

反
な
ど
交
通
ル
ー
ル
に
ち
な
ん
だ

ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
も
。
参
加
者
は
思

い
や
り
の
あ
る
運
転
な
ら
ぬ
ス

テ
ィ
ッ
ク
さ
ば
き
で
、
プ
レ
ー
を

楽
し
み
ま
し
た
。

【
経
歴
】
宇
土
市
出
身
。
37
歳
。

宇
土
高
卒
、
平
成
７
年
警
察
官
を

拝
命
。
北
署

－

千
葉
県
出
向

－

南

署

－

機
動
捜
査
隊

－

芦
北
署

－

本

部
捜
査
二
課

－

玉
名
署
を
経
て
、

嘉
島
町
へ
。
警
察
官
の
妻
と
の
間

に
小
学
生
２
人
の
息
子
が
い
ま
す
。

【
信
条
】「
勝
負
の
神
様
は
細
部
に

宿
る
」。大
き
な
仕
事
を
や
り
遂
げ

た
い
な
ら
、
ど
ん
な
に
小
さ
な
こ

と
で
も
手
を
抜
か
ず
に
や
ら
な
け

れ
ば
達
成
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。

【
抱
負
】
皆
さ
ん
を
取
り
巻
く
環

境
は
日
々
変
化
し
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
で
も
変
わ
ら
ず
町
民
の
方
々

が
安
心
安
全
な
暮
ら
し
を
感
じ
ら

れ
る
環
境
を
提
供
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

【
経
歴
】
山
鹿
市
出
身
。
32
歳
。

熊
本
学
園
大
卒
、
平
成
16
年
警
察

官
を
拝
命
。
東
署

－

機
動
隊

－

北

署

－

玉
名
署
を
経
て
、
嘉
島
交
番

へ
。
元
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
妻
と
の

間
に
今
春
、
自
分
似
の
娘
を
授
か

り
ま
し
た
。

【
信
条
】
「
常
に
最
良
の
選
択
」。

さ
ま
ざ
ま
な
事
案
に
対
し
て
、
瞬

時
に
対
応
し
最
良
の
判
断
が
で
き

る
よ
う
法
令
の
研
鑽
に
努
め
て
い

ま
す
。

【
抱
負
】
「
犯
罪
・
事
故
ゼ
ロ
の

ま
ち
づ
く
り
」
で
す
。
町
民
の
皆

様
が
築
き
上
げ
て
こ
ら
れ
た
地
域

の
防
犯
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
守
り
、

交
番
と
町
が
一
体
と
な
っ
て
安
心

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

船田審議員

星子所長

役
場
総
務
課
審
議
員

　
　
　
船
田
　
大
介
さ
ん

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
新
年
度
の
４
月
、
県
警
か
ら
の
派
遣
で
交
通

安
全
や
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
を
担
当
す
る
役

場
総
務
課
審
議
員
と
、
町
民
の
安
全
を
守
る
御

船
署
嘉
島
交
番
所
長
が
交
代
し
ま
し
た
。

新
任
で
す

よ
ろ
し
く¡

安
心
安
全
な
暮
ら
し
を

御
船
署
嘉
島
交
番
所
長

　
　
　
星
子
　
倫
之
さ
ん

犯
罪
・
事
故
ゼ
ロ
の
町
を
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※オレンジ部分は特色レイヤーに入れること！ 穴は青で

　
嘉
島
町
総
合
運
動
公
園
に
多
目

的
競
技
場
と
芝
生
広
場
が
完
成
。

４
月
５
日
、
記
念
式
典
が
開
か
れ

ま
し
た
。
す
で
に
利
用
さ
れ
て
い

る
野
球
場
と
合
わ
せ
、
町
民
の
ス

ポ
ー
ツ
交
流
の
拠
点
と
し
て
活
用

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
荒
木
町
長
が
、「
２
０
２
０
年

に
は
東
京
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
あ

り
ま
す
。
競
技
場
を
利
用
す
る
人

た
ち
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
や

メ
ダ
リ
ス
ト
が
生
ま
れ
て
ほ
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
町
長
に
よ
る

始
球
式
の
後
、
サ
ッ
カ
ー
教
室
が

開
か
れ
、
町
内
の
小
中
学
生
約
１

０
０
人
が
、
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
２
ロ

ア
ッ
ソ
熊
本
の
コ
ー
チ
か
ら
シ
ュ
ー

ト
や
パ
ス
な
ど
の
ボ
ー
ル
の
扱
い

や
体
の
動
き
な
ど
を
教
わ
り
ま
し

た
。

　
県
１
部
リ
ー
グ
で
昨
年
優
勝
の

嘉
島
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
と
ロ
ア
ッ

ソ
熊
本
サ
テ
ラ
イ
ト
と
の
親
善
試

合
も
行
わ
れ
、
嘉
島
ク
ラ
ブ
は
０

－

１
で
惜
し
く
も
敗
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
運
動
公
園
用
地
に
協
力

し
て
い
た
だ
い
た
元
地
権
者
の
皆

さ
ん
や
工
事
に
携
わ
っ
た
企
業
に

は
18
日
、
町
長
か
ら
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　
競
技
場
は
１
周
４
０
０
㍍
、
６

レ
ー
ン
の
全
天
候
型
陸
上
ト
ラ
ッ

ク
に
、
縦
１
０
５
㍍
、
横
68
㍍
の

サ
ッ
カ
ー
や
ラ
グ
ビ
ー
が
で
き
る

多
目
的
広
場
を
備
え
て
い
ま
す
。

照
明
灯
も
４
基
あ
り
、
多
目
的
広

場
は
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
公
認
の

人
工
芝
で
す
。

　
芝
生
広
場
は
天
然
芝
で
、
約

０
・
８
㌶
。
つ
り
橋
や
す
べ
り
台

の
あ
る
大
型
複
合
遊
具
は
子
ど
も

た
ち
に
人
気
が
あ
り
、
他
に
ブ
ラ

ン
コ
、
ベ
ン
チ
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

家
族
や
友
人
グ
ル
ー
プ
で
ボ
ー
ル

遊
び
や
ピ
ク
ニ
ッ
ク
な
ど
を
楽
し

め
ま
す
。

　
総
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運
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公
園
の
敷
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は
約

６
・
３
㌶
。
平
成
20
年
に
事
業
に

着
手
。
本
年
度
は
管
理
棟
を
建
て

る
ほ
か
、
競
技
場
周
囲
に
約
８
５

０
㍍
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
・
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
ロ
ー
ド
、
芝
生
広
場
横
に
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
を
整
備
し
て
事
業
完

了
の
予
定
で
す
。

　
総
事
業
費
は
16
億
円
、
約
半
分

は
国
の
補
助
金
を
充
当
し
ま
す
。

駐
車
場
は
２
４
３
台
収
容
。
利
用

者
の
増
加
に
応
じ
て
増
設
も
検
討

し
ま
す
。

つ
り
橋
や
す
べ
り
台
の
あ
る
大
型
複
合
遊

具
を
備
え
た
芝
生
広
場

全
天
候
型
ト
ラ
ッ
ク
と
人
工
芝
の
多
目
的
競

技
場
。
右
奥
は
野
球
場
。
中
央
奥
が
芝
生
広

場
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サッカー教室にはロアッソくんも登場
嘉島サッカークラブとロアッソの親善試合

荒木町長

ス
ポ
ー
ツ
交
流
の
拠
点

多
目
的
競
技
場
・
芝
生
広
場
完
成

完
成
記
念
式
典

施
設
・
設
備

　
４
月
６
日
か
ら
15
日
ま
で
の
春

の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
中
、

嘉
島
町
で
は
多
彩
な
運
動
が
展
開

さ
れ
ま
し
た
。

○
御
船
署
管
内
４
町
合
同
出
発
式

　
甲
佐
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で

４
月
４
日
行
わ
れ
、
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通
指
導
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通
安
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の
会
、
老
人
会
な

ど
の
皆
さ
ん
が
参
加
。
嘉
島
町
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
交
通
安
全
功

労
団
体
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

甲
佐
町
交
通
安
全
母
の
会
会
長
の

交
通
安
全
宣
言
な
ど
の
あ
と
、
青

パ
ト
を
先
頭
に
嘉
島
町
役
場
ま
で

交
通
安
全
啓
発
パ
レ
ー
ド
を
行
い

ま
し
た
。

○
街
頭
指
導
　
町
内
の
主
要
交
差

点
で
、
町
議
会
議
員
や
交
通
指
導

員
、
母
の
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
交
通
安

全
協
会
の
皆
さ
ん
が
横
断
旗
を
手

に
交
通
指
導
を
行
い
、
児
童
、
生

徒
の
登
校
を
見
守
り
ま
し
た
。

○
町
長
も
登
校
見
守
る
　
荒
木
町

長
が
４
月
10
日
朝
、
登
校
す
る
嘉

島
東
・
西
小
学
校
の
児
童
や
嘉
島

中
の
生
徒
に
「
気
を
付
け
て
い
っ

て
ら
っ
し
ゃ
い
」
と
声
を
か
け
ま

し
た
。児
童
は「
い
っ
て
き
ま
す
! !
」

と
元
気
に
答
え
て
い
ま
し
た
。

○
園
児
が
安
全
運
転
呼
び
か
け
　

　
嘉
島
保
育
園
児
26
人
が
４
月
10

日
、
交
通
安
全
母
の
会
会
員
と
一

緒
に
役
場
前
で
ド
ラ
イ
バ
ー
に

「
安
全
運
転
で
お
願
い
し
ま
す
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
町
交
通
指

導
員
や
御
船
署
員
も
参
加
。
園
児

た
ち
が
笑
顔
で
チ
ラ
シ
と
タ
オ
ル

を
手
渡
す
と
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
笑

顔
で
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。

○
黄
色
の
安
全
帽
と
傘
の
贈
呈
　

　
４
月
９
日
の
入
学
式
で
、
嘉
島

東
、
西
小
の
新
１
年
生
95
人
に
、

町
か
ら
安
全
帽
、
交
通
安
全
協
会

か
ら
安
全
傘
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

○
交
通
安
全
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　
甲
佐
町
の
グ
リ
ー
ン
パ
ル
甲
佐

で
４
月
15
日
行
わ
れ
、
御
船
署
管

内
４
町
の
老
人
会
、
母
の
会
、
交

通
安
全
協
会
の
各
チ
ー
ム
（
５

名
）
が
参
加
し
ま
し
た
。
今
回
で

14
回
目
。
８
ホ
ー
ル
の
コ
ー
ス
に

は
一
時
停
止
違
反
や
飲
酒
運
転
違

反
な
ど
交
通
ル
ー
ル
に
ち
な
ん
だ

ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
も
。
参
加
者
は
思

い
や
り
の
あ
る
運
転
な
ら
ぬ
ス

テ
ィ
ッ
ク
さ
ば
き
で
、
プ
レ
ー
を

楽
し
み
ま
し
た
。

【
経
歴
】
宇
土
市
出
身
。
37
歳
。

宇
土
高
卒
、
平
成
７
年
警
察
官
を

拝
命
。
北
署

－

千
葉
県
出
向

－

南

署

－

機
動
捜
査
隊

－

芦
北
署

－

本

部
捜
査
二
課

－

玉
名
署
を
経
て
、

嘉
島
町
へ
。
警
察
官
の
妻
と
の
間

に
小
学
生
２
人
の
息
子
が
い
ま
す
。

【
信
条
】「
勝
負
の
神
様
は
細
部
に

宿
る
」。大
き
な
仕
事
を
や
り
遂
げ

た
い
な
ら
、
ど
ん
な
に
小
さ
な
こ

と
で
も
手
を
抜
か
ず
に
や
ら
な
け

れ
ば
達
成
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。

【
抱
負
】
皆
さ
ん
を
取
り
巻
く
環

境
は
日
々
変
化
し
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
で
も
変
わ
ら
ず
町
民
の
方
々

が
安
心
安
全
な
暮
ら
し
を
感
じ
ら

れ
る
環
境
を
提
供
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

【
経
歴
】
山
鹿
市
出
身
。
32
歳
。

熊
本
学
園
大
卒
、
平
成
16
年
警
察

官
を
拝
命
。
東
署

－

機
動
隊

－

北

署

－

玉
名
署
を
経
て
、
嘉
島
交
番

へ
。
元
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
妻
と
の

間
に
今
春
、
自
分
似
の
娘
を
授
か

り
ま
し
た
。

【
信
条
】
「
常
に
最
良
の
選
択
」。

さ
ま
ざ
ま
な
事
案
に
対
し
て
、
瞬

時
に
対
応
し
最
良
の
判
断
が
で
き

る
よ
う
法
令
の
研
鑽
に
努
め
て
い

ま
す
。

【
抱
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「
犯
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・
事
故
ゼ
ロ
の

ま
ち
づ
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」
で
す
。
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民
の
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様
が
築
き
上
げ
て
こ
ら
れ
た
地
域

の
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ク
を
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り
、

交
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と
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が
一
体
と
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て
安
心
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に
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す
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※オレンジ部分は特色レイヤーに入れること！ 穴は青で

　
入
学
式
は
４
月
９
日
。
新
入
生

は
昨
年
よ
り
２
人
少
な
い
71
人

（
男
子
37
人
、
女
子
34
人
）
。
在

校
生
の
拍
手
に
迎
え
ら
れ
て
堂
々

と
入
場
、
一
人
一
人
の
名
前
が
呼

ば
れ
る
と
、
誇
ら
し
そ
う
に
、
ま

た
は
少
し
恥
ず
か
し
そ
う
に
起
立

し
て
い
ま
し
た
。

　

髙
野
隆
校
長
は
、「
自
分
を
磨

き
、
高
め
る
自
覚
を
持
っ
て
、
何

事
に
も
全
力
で
取
り
組
み
、
思
い

や
り
の
あ
る
豊
か
な
心
を
育
て
、

健
康
で
強
く
た
く
ま
し
い
体
を

作
っ
て
ほ
し
い
」
と
求
め
、
荒
木

町
長
は
「
中
学
の
３
年
間
は
将
来

へ
の
基
礎
を
築
く
大
切
な
時
。
毎

日
が
自
分
の
歴
史
を
作
る
一
ペ
ー

ジ
に
な
る
こ
と
を
心
に
と
ど
め

て
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
生
徒
会
副
会
長
の
　
田
舞
さ
ん

は
、「
新
し
い
仲
間
が
増
え
て
喜

び
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
中
学
は
勉

強
時
間
が
増
え
、
部
活
と
の
両
立

も
大
変
で
す
が
、
一
緒
に
嘉
島
中

を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
歓
迎
。
新
入
生
代
表
の
井
上
輪

華
さ
ん
は
、「
つ
ら
く
悲
し
い
現
実

に
ぶ
つ
か
っ
て
も
強
い
心
で
乗
り

切
り
た
い
。
嘉
島
中
の
一
員
に
な

れ
た
こ
と
を
感
謝
し
、
た
く
ま
し

く
生
き
て
い
く
」
と
力
強
く
誓
い

ま
し
た
。

　
入
学
式
は
４
月

９
日
。
新
入
生
は

昨
年
よ
り
２
人
多

い
23
人
（
男
子
10

人
、
女
子
13
人
）。

名
前
を
呼
ば
れ
る

と
、
手
を
挙
げ
て

元
気
よ
く
答
え
て

い
ま
し
た
。

　
田
村
紀
広
校
長

は
、「
あ
い
さ
つ

が
で
き
、
あ
り
が

と
う
と
言
え
、
あ

と
し
ま
つ
が
で
き

る
子
に
」
と
３
つ

の
お
願
い
。
森
田

義
雄
教
育
委
員
長

や
河
原
泉
副
議
長

は
、
「
先
生
の
言

う
こ
と
を
聞
い
て
、
勉
強
や
運
動

を
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
お
祝

い
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

児
童
代
表
の
毛
利
ユ
ウ
さ
ん
は
、

「
１
１
９
人
全
員
で
力
を
合
わ
せ

て
素
晴
ら
し
い
学
校
に
し
ま
し
ょ

う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

少
し
緊
張
気
味
の
新
入
生
た
ち

髙野校長

田村校長

「ハイッ！」新入生の返事は元気いっぱい 少し緊張して入場する新入生

児童代表の
毛利さん

荒木町長生徒会副会長の
　田さん

新入生代表の
井上さん

自
分
を
磨
き
高
め
て

入 学

嘉
島
中
学
校

　
嘉
島
幼
稚
園
の
入
園
式
は
４
月

10
日
。
５
歳
児
４
人
（
男
女
各
２

人
）、
４
歳
児
２
人
（
男
女
各
１

人
）、３
歳
児
35
人
（
男
児
14
人
、

女
児
21
人
）
が
入
園
、
園
児
数
は

１
０
２
人
に
な
り
ま
し
た
。

　
岩
永
啓
次
園
長
が
、
朝
の
あ
い

さ
つ
と
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
の

２
つ
を
お
願
い
し
、「
明
日
か
ら

元
気
に
来
て
く
だ
さ
い
」
と
呼
び

か
け
、
在
園
児
は
「
い
っ
し
ょ
に

遊
ぼ
う
ね
」
と
歓
迎
し
ま
し
た
。

　
第
２
園
舎
が
で
き
た
嘉
島
保
育

園
は
４
月
３
日
に
40
人
（
男
児
23

人
、
女
児
17
人
）
が
入
園
、
園
児

数
は
１
８
１
人
に
増
え
ま
し
た
。

幼
光
保
育
園
は
４
月
１
日
に
入
園

歓
迎
会
が
あ
り
、
25
人
（
男
児
10

人
、
女
児
15
人
）
が
入
園
、
園
児

数
は
１
３
５
人
に
な
り
ま
し
た
。

に
ぎ
や
か
な
入
園
式
（
嘉
島
幼
稚
園
）

朝
の
あ
い
さ
つ
元
気
よ
く

入 園

嘉
島
幼
稚
園
、嘉
島
保
育
園
、幼
光
保
育
園

守ろう３つの「あ」入 

学 嘉島東小学校

　
入
学
式
は
４
月

９
日
。
昨
年
よ
り

８
人
少
な
い
72
人

（
男
子
36
人
、
女

子
36
人
）
が
入
学
。

竹
田
泰
司
校
長
が
、

「
明
る
い
笑
顔
で

元
気
に
学
校
へ
来

て
く
だ
さ
い
」
と

呼
び
か
け
る
と
、

み
ん
な
元
気
よ
く

「
は
い
！
」
と
答

え
て
い
ま
し
た
。

　
荒
木
町
長
は
、

「
お
友
だ
ち
と
仲

良
く
楽
し
く
」
。

児
童
代
表
の
樋
口

晃
聖
君
は
、「
学
校

は
す
っ
ご
く
楽
し

く
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
べ
る

所
で
す
」
と
歓
迎
。
新
入
生
代
表

の
岡
田
陽
さ
ん
は
、「
た
く
さ
ん
の

お
友
だ
ち
を
作
り
た
い
。
勉
強
も

が
ん
ば
り
ま
す
」
と
ハ
キ
ハ
キ
と

発
表
し
ま
し
た
。

竹田校長

岩永園長

とまどいや笑顔、 緊張の新入生

保護者に手を引かれて入場（嘉島幼稚園）

お兄さんお姉さんが歓迎（幼光保育園） 「仲よく遊ぼうね」（嘉島保育園）

教室で先生の話を聞く新入生

新入生代表の
岡田さん

児童代表の
樋口君

たくさんのお友だちを入 

学 嘉島西小学校
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※オレンジ部分は特色レイヤーに入れること！ 穴は青で

　
入
学
式
は
４
月
９
日
。
新
入
生

は
昨
年
よ
り
２
人
少
な
い
71
人

（
男
子
37
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、
女
子
34
人
）
。
在

校
生
の
拍
手
に
迎
え
ら
れ
て
堂
々

と
入
場
、
一
人
一
人
の
名
前
が
呼

ば
れ
る
と
、
誇
ら
し
そ
う
に
、
ま

た
は
少
し
恥
ず
か
し
そ
う
に
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立

し
て
い
ま
し
た
。
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野
隆
校
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磨
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も
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取
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や
り
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て
、

健
康
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強
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た
く
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い
体
を
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て
ほ
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と
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め
、
荒
木

町
長
は
「
中
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の
３
年
間
は
将
来

へ
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基
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築
く
大
切
な
時
。
毎

日
が
自
分
の
歴
史
を
作
る
一
ペ
ー

ジ
に
な
る
こ
と
を
心
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と
ど
め

て
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
生
徒
会
副
会
長
の
　
田
舞
さ
ん

は
、「
新
し
い
仲
間
が
増
え
て
喜
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で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
中
学
は
勉

強
時
間
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増
え
、
部
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両
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も
大
変
で
す
が
、
一
緒
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嘉
島
中
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盛
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し
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」

と
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迎
。
新
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代
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井
上
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は
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悲
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た
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。
嘉
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一
員
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な

れ
た
こ
と
を
感
謝
し
、
た
く
ま
し

く
生
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て
い
く
」
と
力
強
く
誓
い

ま
し
た
。

　
入
学
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は
４
月
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日
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２
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。
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３
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い
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義
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教
育
委
員
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や
河
原
泉
副
議
長
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、
「
先
生
の
言

う
こ
と
を
聞
い
て
、
勉
強
や
運
動

を
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
お
祝
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の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

児
童
代
表
の
毛
利
ユ
ウ
さ
ん
は
、

「
１
１
９
人
全
員
で
力
を
合
わ
せ

て
素
晴
ら
し
い
学
校
に
し
ま
し
ょ

う
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と
呼
び
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け
ま
し
た
。
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緊
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４
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２
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０
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り
ま
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た
。
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啓
次
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が
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朝
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あ
い
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早
寝
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は
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２
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、「
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日
か
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元
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来
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」
と
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び
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。
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３
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児
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８
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た
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４
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児
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５
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。
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迎
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※オレンジ部分は特色レイヤーに入れること！ 穴は青で

①
初
め
て
の
上
益
城
で
の
勤
務
で

美
し
い
自
然
と
水
の
郷
嘉
島
町
で

働
け
る
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。
②
「
あ
り
が

と
う
」
と
「
ご
め
ん
な
さ
い
」
を

素
直
に
言
え
る
自
分
で
あ
り
た
い
。

③
ド
ラ
イ
ブ
で
す
。
休
み
の
日
は

阿
蘇
や
天
草
な
ど
の
美
し
い
自
然

を
見
に
出
か
け
る
こ
と
が
多
い
で

す
。

①
教
員
に
な
り
初
め
て
の
異
動
で

戸
惑
い
も
あ
り
ま
す
が
、
嘉
島
町

の
子
ど
も
た
ち
の
体
力
を
向
上
さ

せ
る
た
め
に
全
力
で
頑
張
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
楽
し
く
走

り
回
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

②
人
事
を
尽
く
し
、
天
命
を
待
つ

③
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
マ
ラ
ソ

ン
。
来
年
は
熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
に

出
場
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
一
面
に
広
が
る
美
し
い
緑
に
囲

ま
れ
た
学
校
に
勤
務
で
き
て
と
て

も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
心
身
と
も

に
健
康
で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
生

徒
の
育
成
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

②
良
い
こ
と
も
悪
い
こ
と
も
、
必

ず
自
分
に
返
っ
て
く
る
。

③
水
泳
で
す
。
陸
上
の
運
動
よ
り

水
中
で
の
運
動
が
好
き
で
す
。

（
重
力
よ
り
も
浮
力
！
）

①
初
め
て
の
中
学
校
勤
務
で
不
安

も
い
っ
ぱ
い
で
す
が
、
初
任
に

返
っ
た
気
持
ち
で
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

②
明
る
く
楽
し
く
元
気
な
笑
顔

③
子
ど
も
が
３
人
と
も
ス
ポ
ー
ツ

を
や
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
観
戦

で
す
。

①
義
務
教
育
９
年
間
を
見
通
し
、

自
立
し
て
生
き
る
た
め
の
学
力
・

体
力
・
価
値
観
を
持
っ
た
子
ど
も

を
育
て
た
い
で
す
。
〝
一
生
懸
命

は
か
っ
こ
い
い
〞
と
胸
を
張
っ
て

言
え
る
学
校
で
あ
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
②
〝
太
陽
と
北
風
〞
の
太

陽
の
よ
う
な
生
き
方
を
目
指
し
、

日
々
修
行
中
で
す
。

③
料
理
・
再
放
送
ド
ラ
マ
の
鑑
賞

①
嘉
島
町
で
勤
務
す
る
の
は
初
め

て
で
す
が
、
嘉
島
町
、
勤
務
校
区

の
事
を
聞
き
、
知
っ
た
こ
と
を
子

ど
も
た
ち
に
返
せ
て
い
け
れ
ば
い

い
な
と
思
い
ま
す
。
②
「
聞
く
は

一
時
の
恥
聞
か
ぬ
は
一
生
の
恥
」

「
無
知
の
知
」
と
い
う
言
葉
が
好

き
で
す
。
③
昨
年
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ

イ
ビ
ン
グ
ラ
イ
セ
ン
ス
を
取
り
、

今
年
も
と
思
っ
て
い
ま
す
。

①
「
人
格
を
つ
く
る
の
は
過
去
で

は
な
く
未
来
へ
の
希
望
で
あ

る
。
」
と
い
う
言
葉
の
よ
う
に
、

子
ど
も
た
ち
と
共
に
夢
と
希
望
を

も
っ
て
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

②
焦
ら
ず
怠
け
ず
諦
め
ず
、
そ
し

て
、
丁
寧
に
。

③
海
釣
り
。
と
き
お
り
、
海
の
恵

を
有
難
く
頂
い
て
い
ま
す
。

①
嘉
島
町
（
上
益
城
）
は
初
め
て

で
す
。
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

②
「
あ
き
ら
め
ず
・
投
げ
出
さ

ず
・
ね
ば
り
強
く
」
で
す
。
努
力

を
続
け
る
根
性
を
持
ち
た
い
で
す
。

③
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
と
こ
ま
ご
ま
し

た
物
作
り
で
す
。
細
か
い
作
業
は

時
間
を
忘
れ
て
取
り
組
め
ま
す
。

　
町
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
嘉
島
町
消
防

団
の
新
部
長
へ
の
辞
令
交
付
と
第
２
回
幹
部

会
議
が
４
月
15
日
、
役
場
で
あ
り
ま
し
た
。

今
年
の
団
員
は
総
勢
３
６
４
人
で
、
前
年
か

ら
10
人
増
え
ま
し
た
。

　
金
澤
清
二
団
長
が
、
９
人
の
新
部
長
に
辞

令
を
交
付
。
会
議
で
は
、
荒
木
町
長
が
、

「
現
在
の
社
会
は
あ
ら
ゆ
る
災
害
を
想
定
し

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
日
ご
ろ
の
訓
練
を

重
ね
、
意
思
疎
通
を
図
っ
て
活
動
し
や
す
い

組
織
に
し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
金
澤

団
長
は
、「
町
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
、

訓
練
を
重
ね
、
啓
発
活
動
に
も
が
ん
ば
り
た

い
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

○
消
防
団
新
入
・
幹
部
団
員
訓
練

　
新
入
団
員
と
各
部
の
班
長
以
上
約
80
人
の

訓
練
が
４
月
20
日
、
役
場
駐
車
場
な
ど
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
金
澤
団
長
か
ら
新
班
長
と
新
入
団
員
に
辞

令
が
交
付
さ
れ
た
あ
と
訓
練
開
始
。
上
益
城

消
防
署
員
の
指
導
で
、
役
場
駐
車
場
で
は

ホ
ー
ス
と
ポ
ン
プ
を
連
結
し
て
の
放
水
訓
練

が
、
町
民
体
育
館
駐
車
場
で
は
、
新
入
団
員

の
規
律
訓
練
と
ホ
ー
ス

延
長
な
ど
の
訓
練
が
あ

り
ま
し
た
。

新入団員の規律訓練

町の家畜伝染病防疫対策会議

　
今
春
の
教
職
員
異
動
で
８

人
の
先
生
た
ち
が
嘉
島
町
の

小
中
学
校
に
赴
任
さ
れ
、
辞

令
交
付
と
受
入
式
が
４
月
１

日
、
町
民
会
館
で
あ
り
ま
し

た
。

　
荒
木
町
長
と
森
田
教
育
委

員
長
は
、「
よ
う
こ
そ
嘉
島
町

へ
。
心
か
ら
歓
迎
し
ま
す
。

町
の
人
口
は
増
加
し
、
子
ど

も
た
ち
も
増
え
て
い
ま
す
。

町
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
を
し
っ
か
り
教
育
し
て
ほ

し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
先
生

た
ち
を
代
表
し
て
、
嘉
島
東

小
に
着
任
し
た
荒
牧
和
子
教

頭
は
、「
町
の
子
ど
も
た
ち
の

健
全
育
成
の
た
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
精
い
っ
ぱ
い
尽

力
し
た
い
」
と
決
意
を
述
べ

ま
し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
で
先
生
方
を

紹
介
し
ま
す
。
①
抱
負
②
生

活
信
条
③
特
技
・
趣
味
等
。

カ
ッ
コ
内
は
前
任
校
。

よ
う
こ
そ

　か
し
ま
へ

先
生
方
８
人
赴
任

教頭

佐伯　尚文先生
さえき　　なおふみ

（豊野中学校）

教諭

佐伯　美早先生
さえき　　 み  さ

（力合小学校）

養護教諭

栁瀬　友紀先生
やなせ　    ゆ  き

（　渡小学校）

事務主任

河野　恵二先生
かわの　   えい じ

（矢部高校）

教頭

荒牧　和子先生
あらまき　  かず こ

（木山中学校）

教諭

山口　榮二先生
やまぐち　　えい じ

（乙女小学校）

教諭

冨永　愼一先生
とみなが　  しんいち

（広安小学校）

教諭

寺川　知江先生
てらかわ  　ち  え

（豊福小学校）

嘉
島
中
学
校

嘉
島
東
小
学
校

嘉
島
西
小
学
校

【嘉島町消防団部長】前列左から：髙木智之・第１分団第１部長 (新 )、藤
本和久・同第２部長 (新 )、山河猛志・同第３部長 (新 )、勝本誠・第２分
団第１部長 (新 )、池永博・同第２部長 (新 )、宮﨑竜太・同第３部長（新）
後列左から：田中誠・第３分団第１部長 (新 )、廣瀨孝・同第２部長、井
上直人・同第３部長、藤井裕二・第４分団第１部長、木下隆文・同第２部
長 (新 )、木田健剛・同第３部長、本田隆二・同第４部長 (新 )：敬称略

町
消
防
団
新
部
長
に
辞
令

町
民
を
守
る
！

　
平
成
26
年
度
の
第
１
回
嘱
託
員
会
議
が

４
月
17
日
に
開
か
れ
、
再
任
３
人
、
新
任

２
人
に
荒
木
町
長
か
ら
委
嘱
状
が
交
付
さ

れ
ま
し
た
。

　
町
の
嘱
託
員
は
13
人
。
町
と
町
民
の
皆

さ
ん
と
の
パ
イ
プ
役
と
同
時
に
、
全
員
が

区
長
と
し
て
各
区
の
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
て

い
ま
す
。

　
荒
木
町
長
は
「
小
さ
く
と
も
き
ら
り
と

光
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
力
を
合
わ
せ
て

い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
本
年
産
水
稲

の
モ
ミ
種
子
消
毒
、
播
種
、
水
取
り
、
田

植
え
の
期
日
決
定
や
、
道
路
改
良
工
事
の

施
行
申
請
、
自
主
防
災
組
織
の
人
選
な
ど

に
つ
い
て
連
絡
、
調
整
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新嘱託員に委嘱状
平成26年度第１回会議

（
◎
新
任
、○
再
任
、
敬
称
略
）

　
球
磨
郡
で
４
月
13
日
に
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
た
の
を
受

け
、
嘉
島
町
は
15
日
、
町
の
家
畜

伝
染
病
防
疫
対
策
要
綱
に
基
づ
く

厳
戒
態
勢
の
防
疫
態
勢
を
と
り
、

関
係
課
長
で
構
成
す
る
対
策
会
議

を
設
置
し
ま
し
た
。

　
家
畜
伝
染
病
へ
の
注
意
喚
起
や
、

食
肉
の
安
全
性
に
つ
い
て
は
、
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　
会
議
で
は
、
人
吉
・
球
磨
地
方

で
の
防
疫
措
置
の
状
況
や
、
感
染

し
た
鶏
肉
な
ど
が
市
場
に
流
通
す

る
こ
と
は
な
い
こ
と
な
ど
を
報
告
。

今
後
万
一
の
発
生
に
備
え
て
、
町

内
で
の
車
の
消
毒
ポ
イ
ン
ト
や
人

員
配
置
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
　
　

※

お
知
ら
せ
情
報
館
16
㌻
を
参
照

鳥
イ
ン
フ
ル
防
止

町
対
策
会
議
を
設
置

杉
野

　壽
昭

下
仲
間

○

清
﨑

　輝
昭

上
仲
間

竹
下

　正
廣

高
田

◎

前
田

　武
夫

滝
河
原

鷹
木

　明
人

鯰
◎

石
坂

　道
春

上
島

上
田

　和
男

三
郎
無
田

○

永
田

　英
治

下
六
嘉

工
藤

　健
一

井
寺

森
田

　義
雄

北
甘
木

渡
邉

　昌
憲

上
六
嘉

大
森

　俊
明

西
村

○

氏

　
　名

行
政
区

松
本

　一
則

犬
渕
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※オレンジ部分は特色レイヤーに入れること！ 穴は青で

①
初
め
て
の
上
益
城
で
の
勤
務
で

美
し
い
自
然
と
水
の
郷
嘉
島
町
で

働
け
る
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。
②
「
あ
り
が

と
う
」
と
「
ご
め
ん
な
さ
い
」
を

素
直
に
言
え
る
自
分
で
あ
り
た
い
。

③
ド
ラ
イ
ブ
で
す
。
休
み
の
日
は

阿
蘇
や
天
草
な
ど
の
美
し
い
自
然

を
見
に
出
か
け
る
こ
と
が
多
い
で

す
。

①
教
員
に
な
り
初
め
て
の
異
動
で

戸
惑
い
も
あ
り
ま
す
が
、
嘉
島
町

の
子
ど
も
た
ち
の
体
力
を
向
上
さ

せ
る
た
め
に
全
力
で
頑
張
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
楽
し
く
走

り
回
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

②
人
事
を
尽
く
し
、
天
命
を
待
つ

③
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
マ
ラ
ソ

ン
。
来
年
は
熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
に

出
場
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
一
面
に
広
が
る
美
し
い
緑
に
囲

ま
れ
た
学
校
に
勤
務
で
き
て
と
て

も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
心
身
と
も

に
健
康
で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
生

徒
の
育
成
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

②
良
い
こ
と
も
悪
い
こ
と
も
、
必

ず
自
分
に
返
っ
て
く
る
。

③
水
泳
で
す
。
陸
上
の
運
動
よ
り

水
中
で
の
運
動
が
好
き
で
す
。

（
重
力
よ
り
も
浮
力
！
）

①
初
め
て
の
中
学
校
勤
務
で
不
安

も
い
っ
ぱ
い
で
す
が
、
初
任
に

返
っ
た
気
持
ち
で
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

②
明
る
く
楽
し
く
元
気
な
笑
顔

③
子
ど
も
が
３
人
と
も
ス
ポ
ー
ツ

を
や
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
観
戦

で
す
。

①
義
務
教
育
９
年
間
を
見
通
し
、

自
立
し
て
生
き
る
た
め
の
学
力
・

体
力
・
価
値
観
を
持
っ
た
子
ど
も

を
育
て
た
い
で
す
。
〝
一
生
懸
命

は
か
っ
こ
い
い
〞
と
胸
を
張
っ
て

言
え
る
学
校
で
あ
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
②
〝
太
陽
と
北
風
〞
の
太

陽
の
よ
う
な
生
き
方
を
目
指
し
、

日
々
修
行
中
で
す
。

③
料
理
・
再
放
送
ド
ラ
マ
の
鑑
賞

①
嘉
島
町
で
勤
務
す
る
の
は
初
め

て
で
す
が
、
嘉
島
町
、
勤
務
校
区

の
事
を
聞
き
、
知
っ
た
こ
と
を
子

ど
も
た
ち
に
返
せ
て
い
け
れ
ば
い

い
な
と
思
い
ま
す
。
②
「
聞
く
は

一
時
の
恥
聞
か
ぬ
は
一
生
の
恥
」

「
無
知
の
知
」
と
い
う
言
葉
が
好

き
で
す
。
③
昨
年
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ

イ
ビ
ン
グ
ラ
イ
セ
ン
ス
を
取
り
、

今
年
も
と
思
っ
て
い
ま
す
。

①
「
人
格
を
つ
く
る
の
は
過
去
で

は
な
く
未
来
へ
の
希
望
で
あ

る
。
」
と
い
う
言
葉
の
よ
う
に
、

子
ど
も
た
ち
と
共
に
夢
と
希
望
を

も
っ
て
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

②
焦
ら
ず
怠
け
ず
諦
め
ず
、
そ
し

て
、
丁
寧
に
。

③
海
釣
り
。
と
き
お
り
、
海
の
恵

を
有
難
く
頂
い
て
い
ま
す
。

①
嘉
島
町
（
上
益
城
）
は
初
め
て

で
す
。
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

②
「
あ
き
ら
め
ず
・
投
げ
出
さ

ず
・
ね
ば
り
強
く
」
で
す
。
努
力

を
続
け
る
根
性
を
持
ち
た
い
で
す
。

③
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
と
こ
ま
ご
ま
し

た
物
作
り
で
す
。
細
か
い
作
業
は

時
間
を
忘
れ
て
取
り
組
め
ま
す
。

　
町
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
嘉
島
町
消
防

団
の
新
部
長
へ
の
辞
令
交
付
と
第
２
回
幹
部

会
議
が
４
月
15
日
、
役
場
で
あ
り
ま
し
た
。

今
年
の
団
員
は
総
勢
３
６
４
人
で
、
前
年
か

ら
10
人
増
え
ま
し
た
。

　
金
澤
清
二
団
長
が
、
９
人
の
新
部
長
に
辞

令
を
交
付
。
会
議
で
は
、
荒
木
町
長
が
、

「
現
在
の
社
会
は
あ
ら
ゆ
る
災
害
を
想
定
し

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
日
ご
ろ
の
訓
練
を

重
ね
、
意
思
疎
通
を
図
っ
て
活
動
し
や
す
い

組
織
に
し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
金
澤

団
長
は
、「
町
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
、

訓
練
を
重
ね
、
啓
発
活
動
に
も
が
ん
ば
り
た

い
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

○
消
防
団
新
入
・
幹
部
団
員
訓
練

　
新
入
団
員
と
各
部
の
班
長
以
上
約
80
人
の

訓
練
が
４
月
20
日
、
役
場
駐
車
場
な
ど
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
金
澤
団
長
か
ら
新
班
長
と
新
入
団
員
に
辞

令
が
交
付
さ
れ
た
あ
と
訓
練
開
始
。
上
益
城

消
防
署
員
の
指
導
で
、
役
場
駐
車
場
で
は

ホ
ー
ス
と
ポ
ン
プ
を
連
結
し
て
の
放
水
訓
練

が
、
町
民
体
育
館
駐
車
場
で
は
、
新
入
団
員

の
規
律
訓
練
と
ホ
ー
ス

延
長
な
ど
の
訓
練
が
あ

り
ま
し
た
。

新入団員の規律訓練

町の家畜伝染病防疫対策会議

　
今
春
の
教
職
員
異
動
で
８

人
の
先
生
た
ち
が
嘉
島
町
の

小
中
学
校
に
赴
任
さ
れ
、
辞

令
交
付
と
受
入
式
が
４
月
１

日
、
町
民
会
館
で
あ
り
ま
し

た
。

　
荒
木
町
長
と
森
田
教
育
委

員
長
は
、「
よ
う
こ
そ
嘉
島
町

へ
。
心
か
ら
歓
迎
し
ま
す
。

町
の
人
口
は
増
加
し
、
子
ど

も
た
ち
も
増
え
て
い
ま
す
。

町
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
を
し
っ
か
り
教
育
し
て
ほ

し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
先
生

た
ち
を
代
表
し
て
、
嘉
島
東

小
に
着
任
し
た
荒
牧
和
子
教

頭
は
、「
町
の
子
ど
も
た
ち
の

健
全
育
成
の
た
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
精
い
っ
ぱ
い
尽

力
し
た
い
」
と
決
意
を
述
べ

ま
し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
で
先
生
方
を

紹
介
し
ま
す
。
①
抱
負
②
生

活
信
条
③
特
技
・
趣
味
等
。

カ
ッ
コ
内
は
前
任
校
。

よ
う
こ
そ

　か
し
ま
へ

先
生
方
８
人
赴
任

教頭

佐伯　尚文先生
さえき　　なおふみ

（豊野中学校）

教諭

佐伯　美早先生
さえき　　 み  さ

（力合小学校）

養護教諭

栁瀬　友紀先生
やなせ　    ゆ  き

（　渡小学校）

事務主任

河野　恵二先生
かわの　   えい じ

（矢部高校）

教頭

荒牧　和子先生
あらまき　  かず こ

（木山中学校）

教諭

山口　榮二先生
やまぐち　　えい じ

（乙女小学校）

教諭

冨永　愼一先生
とみなが　  しんいち

（広安小学校）

教諭

寺川　知江先生
てらかわ  　ち  え

（豊福小学校）

嘉
島
中
学
校

嘉
島
東
小
学
校

嘉
島
西
小
学
校

【嘉島町消防団部長】前列左から：髙木智之・第１分団第１部長 (新 )、藤
本和久・同第２部長 (新 )、山河猛志・同第３部長 (新 )、勝本誠・第２分
団第１部長 (新 )、池永博・同第２部長 (新 )、宮﨑竜太・同第３部長（新）
後列左から：田中誠・第３分団第１部長 (新 )、廣瀨孝・同第２部長、井
上直人・同第３部長、藤井裕二・第４分団第１部長、木下隆文・同第２部
長 (新 )、木田健剛・同第３部長、本田隆二・同第４部長 (新 )：敬称略

町
消
防
団
新
部
長
に
辞
令

町
民
を
守
る
！

　
平
成
26
年
度
の
第
１
回
嘱
託
員
会
議
が

４
月
17
日
に
開
か
れ
、
再
任
３
人
、
新
任

２
人
に
荒
木
町
長
か
ら
委
嘱
状
が
交
付
さ

れ
ま
し
た
。

　
町
の
嘱
託
員
は
13
人
。
町
と
町
民
の
皆

さ
ん
と
の
パ
イ
プ
役
と
同
時
に
、
全
員
が

区
長
と
し
て
各
区
の
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
て

い
ま
す
。

　
荒
木
町
長
は
「
小
さ
く
と
も
き
ら
り
と

光
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
力
を
合
わ
せ
て

い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
本
年
産
水
稲

の
モ
ミ
種
子
消
毒
、
播
種
、
水
取
り
、
田

植
え
の
期
日
決
定
や
、
道
路
改
良
工
事
の

施
行
申
請
、
自
主
防
災
組
織
の
人
選
な
ど

に
つ
い
て
連
絡
、
調
整
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新嘱託員に委嘱状
平成26年度第１回会議

（
◎
新
任
、○
再
任
、
敬
称
略
）

　
球
磨
郡
で
４
月
13
日
に
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
た
の
を
受

け
、
嘉
島
町
は
15
日
、
町
の
家
畜

伝
染
病
防
疫
対
策
要
綱
に
基
づ
く

厳
戒
態
勢
の
防
疫
態
勢
を
と
り
、

関
係
課
長
で
構
成
す
る
対
策
会
議

を
設
置
し
ま
し
た
。

　
家
畜
伝
染
病
へ
の
注
意
喚
起
や
、

食
肉
の
安
全
性
に
つ
い
て
は
、
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　
会
議
で
は
、
人
吉
・
球
磨
地
方

で
の
防
疫
措
置
の
状
況
や
、
感
染

し
た
鶏
肉
な
ど
が
市
場
に
流
通
す

る
こ
と
は
な
い
こ
と
な
ど
を
報
告
。

今
後
万
一
の
発
生
に
備
え
て
、
町

内
で
の
車
の
消
毒
ポ
イ
ン
ト
や
人

員
配
置
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
　
　

※

お
知
ら
せ
情
報
館
16
㌻
を
参
照

鳥
イ
ン
フ
ル
防
止

町
対
策
会
議
を
設
置

杉
野

　壽
昭

下
仲
間

○

清
﨑

　輝
昭

上
仲
間

竹
下

　正
廣

高
田

◎

前
田

　武
夫

滝
河
原

鷹
木

　明
人

鯰
◎

石
坂

　道
春

上
島

上
田

　和
男

三
郎
無
田

○

永
田

　英
治

下
六
嘉

工
藤

　健
一

井
寺

森
田

　義
雄

北
甘
木

渡
邉

　昌
憲

上
六
嘉

大
森

　俊
明

西
村

○

氏

　
　名

行
政
区

松
本

　一
則

犬
渕
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※オレンジ部分は特色レイヤーに入れること！ 穴は青で

笑顔があふれる生き生き教室

嘉島中学校１年

町民会館内に設け
られた明るく開放
的な図書室

　
町
民
会
館
内
に
移
動
し
た
町
保

健
セ
ン
タ
ー
で
、
高
齢
者
を
対
象

に
し
た
「
い
き
い
き
教
室
」
が
４

月
８
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
健

康
で
自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ

う
に
、
こ
れ
か
ら
毎
月
２
回
、
１

年
間
に
わ
た
っ
て
ス
ト
レ
ッ
チ
や

筋
力
・
脳
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
続

け
て
い
き
ま
す
。

　
町
の
介
護
予
防
事
業
の
一
つ
で
、

参
加
者
は
80
歳
代
を
中
心
に
70
歳

か
ら
90
歳
ま
で
の
男
女
17
人
。
指

導
す
る
の
は
、
町
内
事
業
所
の
健

康
運
動
指
導
士
の
寺
崎
健
生
さ
ん
。

初
日
は
、
イ
ス
に
座
っ
て
手
足
を

伸
ば
す
ス
ト
レ
ッ
チ
や
、
手
足
の

筋
力
を
維
持
・
向
上
さ
せ
る
運
動

を
楽
し
み
ま
し
た
。

健
康
で
自
立
し
た
生
活
を

図
書
室
か
ら

い
き
い
き
教
室
始
ま
る

　
町
公
民
館
図
書
室
が
完
成
し
た

町
民
会
館
に
移
動
、
４
月
１
日
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
気

軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　
広
さ
は
約
２
３
０
平
方
㍍
で
、

こ
れ
ま
で
の
４
倍
余
り
の
広
さ
に

な
り
ま
し
た
。
大
き
な
窓
と
高
い

天
井
が
特
徴
で
、
明
る
く
開
放
的
。

大
き
な
読
書
テ
ー
ブ
ル
や
ソ
フ
ァ

の
ほ
か
、
蛍
光

灯
付
き
の
座
席

も
あ
り
、
気
持

よ
く
読
書
を
楽

し
ん
で
い
た
だ

け
ま
す
。

　
入
口
を
入
っ

て
右
側
に
は
読

み
聞
か
せ
の
部

屋
が
あ
り
、
靴

を
脱
い
で
床
に

座
れ
ま
す
。
子

ど
も
さ
ん
と
一

緒
に
ゆ
っ
く
り

く
つ
ろ
い
で
、

本
を
読
ん
で
あ

げ
て
く
だ
さ
い
。

　
私
は
、フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
が
好
き

で
、
と
く
に
こ
の
本
は
、
魔
女

が
出
て
き
た
り
し
て
、
私
の
オ

ス
ス
メ
で
す
。
あ
る
少
女
が
ひ

と
月
の
間
、
西
の
魔
女
の
も
と

で
過
ご
す
、
と
い
う
物
語
で
す
。

　
私
は
、
少
女
と
魔
女
が
約
束

を
交
わ
し
て
、
そ
の
約
束
を
魔

女
が
守
っ
た
所
が
心
に
残
り
ま

し
た
。
読
ん
で
い
た
ら
、
き
っ

と
心
に
残
る
所
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、読
ん
で
み
て
く

だ
さ
い
！

疋田　真菜さん

「
西
の
魔
女
が
死
ん
だ
」

梨
木

　香
歩 

作

新
潮
文
庫

開
館
日
　
火
曜
日
〜
日
曜
日・祝
日

開
館
時
間
　
９
時
〜
17
時

休
館
日
　
月
曜
日 （
祝
日
の
時
は

翌
日
）・12
月
28
日
〜
１
月
３
日

             

☎
２
３
７

－

０
０
５
８

嘉島町民会館
ホール・ホワイエ催物案内

○お問い合わせ先：教育委員会　☎237－0058
○予約状況は、嘉島町ホームページ（公共施設→嘉島町民会館）でご覧になれます。

嘉島町ちぎり絵会
　河原　君代　☎237－2566̶終日嘉島町ちぎり絵会展示会火3～８6

主催者（問い合わせ先）入場料開演時間催物曜日月

！

　
北
甘
木
地
区
の
矢
形
川
の
庄
嶋

橋
下
流
に
、
今
年
も
約
40
匹
の
こ

い
の
ぼ
り
が
泳
い
で
い
ま
す
。

　
地
区
有
志
で
作
る
「
『
石
笈

（
い
し
お
い
）
の
庄
』
河
川
美
化

の
会
」
が
設
置
、
今
回
で
８
回
目
。

会
員
の
高
齢
化
で
継
続
も
懸
念
さ

れ
ま
し
た
が
、
新
会
員
も
加
入
、

「
地
区
の
た
め
に
毎
年
続
け
て
い

こ
う
」
と
、
家
庭
で
不
用
に
な
っ

た
こ
い
の
ぼ
り
の
提
供
を
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。

　
同
会
は
平
成
18

年
、
矢
形
川
を
き

れ
い
に
し
よ
う
と
、

約
40
世
帯
で
発
足
。

河
川
敷
の
清
掃
や

花
の
植
栽
、
七
夕

飾
り
の
設
置
な
ど

で
地
域
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
に
努
め

て
い
ま
す
。

 

こ
い
の
ぼ
り
が

見
ら
れ
る
の
は
５

月
中
旬
ま
で
。

　
嘉
島
東
小
学
校

４
月
８
日
、「
人
権

の
花
」
運
動
伝
達

式
が
あ
り
、
コ
ス

モ
ス
や
ホ
ウ
セ
ン

カ
の
種
や
プ
ラ
ン

タ
ー
な
ど
が
児
童

に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

児
童
全
員
で
花
を

育
て
、
秋
に
は
収

穫
し
た
種
を
人
権

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
一

緒
に
風
船
で
大
空

に
飛
ば
し
ま
す
。

　
力
を
合
わ
せ
て
花
を
育
て
る
こ

と
で
、
思
い
や
り
の
心
を
育
ん
で

も
ら
お
う
と
、
法
務
局
や
人
権
擁

護
委
員
な
ど
が
上
益
城
郡
内
の
小

学
校
を
対
象
に
毎
年
実
施
。
嘉
島

町
で
は
、
平
成
18
年
度
に
嘉
島
西

小
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
児
童
代
表
の
毛
利
ユ
ウ
さ
ん
は

　
「
大
切
に
育
て
て
、
日
本
中
に

東
小
全
員
の
気
持
ち
を
届
け
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
上
益
城
郡
体
育
協
会
は
４
月
21

日
、
嘉
島
町
民
会
館
で
平
成
26
年

度
総
会
を
開
催
。
今
年
の
第
64
回

郡
民
体
育
祭
は
嘉
島
町
を
主
会
場

に
７
月
12
、
13
日
を
中
心
に
開
く

こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　
協
会
長
を
務
め
る
荒
木
町
長
は
、

「
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
開
催
が
決
ま
っ
て
、
ス
ポ
ー

ツ
の
機
運
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

上
益
城
か
ら
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
選
手
が

出
て
く
れ
れ
ば
、

と
願
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
ス
ポ
ー
ツ

振
興
に
協
力
を
」

と
呼
び
か
け
ま
し

た
。

　
郡
体
の
開
会
式

は
７
月
13
日
、
嘉

島
町
民
体
育
館
で
。

全
18
競
技
。
２
競

技
が
前
後
に
あ
り
、

２
日
間
で
16
競
技

が
実
施
予
定
で
す
。

　
町
公
民
館
講
座
の
開
講
式
が
４

月
17
日
に
町
民
会
館
で
開
か
れ
、

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

工
藤
教
育
長
は
、
「
人
々
の
意
識

や
価
値
観
が
多
様
化
し
、
激
し
く

変
化
す
る
社
会
で
、
充
実
し
た
人

生
を
送
る
た
め
に
は
自
身
を
高
め

る
学
習
が
大
切
。
楽
し
く
助
け
合

い
互
い
の
き
ず
な
を
深
め
て
く
だ

さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
講
師
陣
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
座
は
毎
月
２
回
、
来
年
３
月

ま
で
。
本
年
度
は
、
華
道
、
コ
ー

ラ
ス
、
絵
手
紙
、
太
極
拳
、
ユ

ニ
ー
ク
体
操
な
ど
11
講
座
に
１
８

７
人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
第
17
回
水
辺
の
郷
球
友
杯
ビ
ー

チ
バ
レ
ー
大
会
は
４
月
13
日
、
嘉

島
町
民
体
育
館
で
開
催
。
上
益
城

郡
内
65
チ
ー
ム
が
若
手
の
部
、
中

年
の
部
、
高
年
の
部
に
分
か
れ
て

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
嘉
島
町
関
係
で
は
、
高
年
の
部

に
出
場
し
た
球
友
会
Ａ
が
優
勝
、

水
曜
会
が
準
優
勝
と
好
成
績
を
収

め
ま
し
た
。

不用のこいのぼり提供を
「石笈の庄」河川美化の会

郡
内
65
チ
ー
ム
が
熱
戦

球
友
会
Ａ 

高
年
の
部 

優 

勝
　

思いやりの心育てよう
東小で「人権の花」伝達

郡体は７月12・13日
上益城郡体育協会総会

水
辺
の
郷
球
友
杯

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
大
会

充
実
し
た
人
生
を

公
民
館
講
座
が
開
講
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。

会
員
の
高
齢
化
で
継
続
も
懸
念
さ

れ
ま
し
た
が
、
新
会
員
も
加
入
、

「
地
区
の
た
め
に
毎
年
続
け
て
い

こ
う
」
と
、
家
庭
で
不
用
に
な
っ

た
こ
い
の
ぼ
り
の
提
供
を
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。

　
同
会
は
平
成
18

年
、
矢
形
川
を
き

れ
い
に
し
よ
う
と
、

約
40
世
帯
で
発
足
。

河
川
敷
の
清
掃
や

花
の
植
栽
、
七
夕

飾
り
の
設
置
な
ど

で
地
域
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
に
努
め

て
い
ま
す
。

 

こ
い
の
ぼ
り
が

見
ら
れ
る
の
は
５

月
中
旬
ま
で
。

　
嘉
島
東
小
学
校

４
月
８
日
、「
人
権

の
花
」
運
動
伝
達

式
が
あ
り
、
コ
ス

モ
ス
や
ホ
ウ
セ
ン

カ
の
種
や
プ
ラ
ン

タ
ー
な
ど
が
児
童

に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

児
童
全
員
で
花
を

育
て
、
秋
に
は
収

穫
し
た
種
を
人
権

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
一

緒
に
風
船
で
大
空

に
飛
ば
し
ま
す
。

　
力
を
合
わ
せ
て
花
を
育
て
る
こ

と
で
、
思
い
や
り
の
心
を
育
ん
で

も
ら
お
う
と
、
法
務
局
や
人
権
擁

護
委
員
な
ど
が
上
益
城
郡
内
の
小

学
校
を
対
象
に
毎
年
実
施
。
嘉
島

町
で
は
、
平
成
18
年
度
に
嘉
島
西

小
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
児
童
代
表
の
毛
利
ユ
ウ
さ
ん
は

　
「
大
切
に
育
て
て
、
日
本
中
に

東
小
全
員
の
気
持
ち
を
届
け
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
上
益
城
郡
体
育
協
会
は
４
月
21

日
、
嘉
島
町
民
会
館
で
平
成
26
年

度
総
会
を
開
催
。
今
年
の
第
64
回

郡
民
体
育
祭
は
嘉
島
町
を
主
会
場

に
７
月
12
、
13
日
を
中
心
に
開
く

こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　
協
会
長
を
務
め
る
荒
木
町
長
は
、

「
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
開
催
が
決
ま
っ
て
、
ス
ポ
ー

ツ
の
機
運
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

上
益
城
か
ら
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
選
手
が

出
て
く
れ
れ
ば
、

と
願
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
ス
ポ
ー
ツ

振
興
に
協
力
を
」

と
呼
び
か
け
ま
し

た
。

　
郡
体
の
開
会
式

は
７
月
13
日
、
嘉

島
町
民
体
育
館
で
。

全
18
競
技
。
２
競

技
が
前
後
に
あ
り
、

２
日
間
で
16
競
技

が
実
施
予
定
で
す
。

　
町
公
民
館
講
座
の
開
講
式
が
４

月
17
日
に
町
民
会
館
で
開
か
れ
、

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

工
藤
教
育
長
は
、
「
人
々
の
意
識

や
価
値
観
が
多
様
化
し
、
激
し
く

変
化
す
る
社
会
で
、
充
実
し
た
人

生
を
送
る
た
め
に
は
自
身
を
高
め

る
学
習
が
大
切
。
楽
し
く
助
け
合

い
互
い
の
き
ず
な
を
深
め
て
く
だ

さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
講
師
陣
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
座
は
毎
月
２
回
、
来
年
３
月

ま
で
。
本
年
度
は
、
華
道
、
コ
ー

ラ
ス
、
絵
手
紙
、
太
極
拳
、
ユ

ニ
ー
ク
体
操
な
ど
11
講
座
に
１
８

７
人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
第
17
回
水
辺
の
郷
球
友
杯
ビ
ー

チ
バ
レ
ー
大
会
は
４
月
13
日
、
嘉

島
町
民
体
育
館
で
開
催
。
上
益
城

郡
内
65
チ
ー
ム
が
若
手
の
部
、
中

年
の
部
、
高
年
の
部
に
分
か
れ
て

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
嘉
島
町
関
係
で
は
、
高
年
の
部

に
出
場
し
た
球
友
会
Ａ
が
優
勝
、

水
曜
会
が
準
優
勝
と
好
成
績
を
収

め
ま
し
た
。

不用のこいのぼり提供を
「石笈の庄」河川美化の会

郡
内
65
チ
ー
ム
が
熱
戦

球
友
会
Ａ 

高
年
の
部 

優 

勝
　

思いやりの心育てよう
東小で「人権の花」伝達

郡体は７月12・13日
上益城郡体育協会総会

水
辺
の
郷
球
友
杯

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
大
会

充
実
し
た
人
生
を

公
民
館
講
座
が
開
講

― 11 ― ― 10 ―



予
防
接
種

麻
し
ん
風
し
ん

無
料
歯
科
健
診

健

　康

精
神
保
健
福
祉
相
談

担
当

嘱
託

医
師

５
月

６
月

７
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９
月
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３
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５
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日

６
月
９
日

７
月
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日

８
月
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日

９
月
８
日

10
月
６
日

11
月
10
日

12
月
８
日

１
月
５
日

２
月
９
日

３
月
９
日

５
月
30
日

６
月
27
日

７
月
25
日

８
月
22
日

９
月
26
日

10
月
24
日

11
月
28
日

12
月
26
日

１
月
23
日

２
月
27
日

３
月
27
日

松
本 

武
士

伊
瀬
知 

恵
理
子

希
望
ヶ
丘
病
院

２
８
２-

１
０
４
５

中
村 

聡
秀

希
望
ヶ
丘
病
院

２
８
２-

１
０
４
５

　
３
月
に
配
布
し
ま
し
た
ご
み
収
集
カ

レ
ン
ダ
ー
（
西
校
区
）
で
、
９
月
の
第

２
・
第
４
金
曜
日
は
、
「
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
み
」
の
収
集
日
で
す
が
、
誤
っ
て

燃
え
る
ご
み
も
記
載
し
て
い
ま
す
。

　
９
月
の
第
２
・
第
４
金
曜
日
は
、

「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
収
集
日
」
で
、
燃

え
る
ご
み
は
収
集
し
ま
せ
ん
。

　
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
お
間

違
え
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　
役
場
建
設
課
環
境
係

　
　
　
　
　☎
２
３
７

─

２
６
１
９

　
平
成
26
年
度
の
麻
し
ん
風
し
ん
定
期

予
防
接
種
の
対
象
と
な
る
方
は
以
下
の

通
り
で
す
。

○
第
１
期
　
１
歳
児
（
１
歳
以
上
２
歳

の
誕
生
日
の
前
日
ま
で
）

○
第
２
期
　
小
学
校
就
学
前
１
年
間
に

あ
る
方
（
平
成
20
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
21
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

方
）

※

第
２
期
の
対
象
と
な
る
方
に
は
、
４

月
中
旬
に
個
別
通
知
を
送
付
し
て

お
り
ま
す
。
（
第
１
期
の
対
象
と

な
る
方
に
は
、
満
１
歳
到
達
日
前

後
に
個
別
通
知
し
ま
す
）
対
象
と

な
る
方
は
、
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、
本
年
４
月
１
日
以
降
に
本
町

に
転
入
し
た
対
象
者
で
、
接
種
を
済
ま

せ
て
い
な
い
方
は
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　
役
場
町
民
課
保
健
係

　
　
　
　
　☎
２
３
７

─

２
５
７
４

　
歯
科
健
診
で
は
歯
を
は
じ
め
口
腔
内

の
状
態
を
診
る
こ
と
で
、
歯
周
病
を
発

見
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
舌
が

ん
な
ど
の
発
見
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

○
実
施
期
間

　
平
成
26
年
６
月
２
日
（
月
）
か
ら

　
平
成
26
年
６
月
30
日
（
月
）

　
（
診
療
時
間
内
）

○
実
施
場
所

玉
置
歯
科
医
院

　
鯰
２
７
１
５

─

１

　
　
　
　
　☎
２
３
７

─

２
３
７
０

ひ
が
し
歯
科
医
院
　

　
下
六
嘉
１
８
７
８

─

３

　
　
　
　
　☎
３
６
７

─

０
１
１
２

ク
ド
ウ
歯
科
医
院

　
鯰
１
８
０
８

─

２

　
　
　
　
　☎
２
３
７

─

２
８
０
１

あ
り
む
ら
歯
科
医
院
　

　
鯰
１
８
３
６

─

２

　
　
　
　
　☎
２
３
５

─

４
６
１
８

イ
ッ
コ
ウ
歯
科
医
院
　

　
上
島
２
１
８
７

─

１
１

　
　
　
　☎
２
３
４

─

７
２
１
５

（
上
益
城
郡
歯
科
医
師
会
加
入
の
町
内

　
歯
科
診
療
機
関
）

○
対
象
　
嘉
島
町
に
お
住
ま
い
の
方

○
内
容

　
歯
科
健
診
（
治
療
は
行
い
ま
せ
ん
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　
役
場
町
民
課
保
健
係
　
　

　
　
　
　
　☎
２
３
７

─

２
５
７
４

　
熊
本
県
御
船
保
健
所
は
、
平
成
26
年

度
も
精
神
保
健
福
祉
相
談
を
行
い
ま

す
。

　
こ
の
相
談
は
、
熊
本
県
が
嘱
託
す
る

専
門
医
が
、
広
く
一
般
の
〝
こ
こ
ろ
の
健

康
〞
に
関
す
る
相
談
を
実
施
す
る
も
の

で
す
。
認
知
症
相
談
、
思
春
期
相
談
、
ひ

き
こ
も
り
や
依
存
症
等
、
多
岐
に
わ
た

る
内
容
を
受
け
付
け
て
お
り
、
医
療
機

関
の
紹
介
な
ど
の
対
応
も
可
能
で
す
。

　
相
談
は
、
御
船
保
健
所
（
町
の
保
健

セ
ン
タ
ー
等
身
近
な
施
設
や
家
庭
訪
問

等
も
可
）
で
、
原
則
第
２
月
曜
日
と
第

４
金
曜
日
の
午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後

４
時
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
相
談
料
は
無
料
で
す
が
、
事
前
予
約

が
必
要
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　
御
船
保
健
所

　
　
　
　
　☎
２
８
２

─

０
０
１
６

　
　
　
役
場
町
民
課
保
健
係

　
　
　
　
　☎
２
３
７

─

２
５
７
４

ご
み
収
集
日
（
西
校
区
）
訂
正

☎
２
３
７

─

２
６
１
９

☆「健診」と「検診」の違い
「健診」は自分が「現在」健康かどうかを確かめるものです（いわゆる健康診断）。
「検診」は「特定の病気」を早期に発見し治療することを目的にしています（がん検診など）。

☆これからも健康で元気に過ごすために毎年特定健診を受診し、
　健診の結果をうまく活用しましょう。
　　

年を重ねることにより、代謝も低下し、体は様々なところで変化していきます。
毎年、特定健診を受け、自分の体の変化を確認し、これからも健康でいられるよう自分の体を
客観的に見る機会をつくりましょう。

　生活習慣病は自覚がないまま知らないうちに進行し、気付いた時には重症化していること
が少なくありません。生活習慣病の早期発見のためには日常生活に気をつけることはもちろ
ん、定期的に健診を受け、自分の体の状態や変化を知ることが大切です。

死因別死亡割合（平成17年度）医療費（平成17年度）
生活習慣病・・・10.7兆円 生活習慣病・・・60.1％

その他
22.4 兆円

その他
39.0％

悪性新生物
2.9 兆円 虚血性心疾患

0.8 兆円

脳血管疾患
2.1 兆円

糖尿病
（糖尿病の
  合併症を含む）
2.0 兆円

高血圧疾患
3.0 兆円
高血圧疾患
3.0 兆円

悪性新生物
30.1％
悪性新生物
30.1％

心疾患
16.0％

脳血管疾患
12.3％

糖尿病
1.3％

高血圧疾患
0.5％

生活習慣病は国民医療費の約3割を占め、死亡数割合では約6割を占めます。

  基準値 Aさん Bさん

 一昨年  145mg/dl 50mg/dl

 昨年 150mg/dl 140mg/dl 48mg/dl

 今年  143mg/dl 140mg/dl

Aさん

Bさん

一見、基準値ギリギリのAさんの方に問題があるように見えますが、毎年同じような数値で安定しています。

それに対し、Bさんの数値は今年から急に高くなっていて、何らかの体の変化が心配されます。

例）AさんとBさんの中性脂肪値
　　次の表を見て心配なのはどちらでしょう？

高血圧疾患
3.0 兆円

広報かしま広報かしま 2014.5 2014.5
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中
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病
院

２
８
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１
０
４
５

　
３
月
に
配
布
し
ま
し
た
ご
み
収
集
カ

レ
ン
ダ
ー
（
西
校
区
）
で
、
９
月
の
第

２
・
第
４
金
曜
日
は
、
「
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
み
」
の
収
集
日
で
す
が
、
誤
っ
て

燃
え
る
ご
み
も
記
載
し
て
い
ま
す
。

　
９
月
の
第
２
・
第
４
金
曜
日
は
、

「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
収
集
日
」
で
、
燃

え
る
ご
み
は
収
集
し
ま
せ
ん
。

　
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
お
間

違
え
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　
役
場
建
設
課
環
境
係

　
　
　
　
　☎
２
３
７

─

２
６
１
９

　
平
成
26
年
度
の
麻
し
ん
風
し
ん
定
期

予
防
接
種
の
対
象
と
な
る
方
は
以
下
の

通
り
で
す
。

○
第
１
期
　
１
歳
児
（
１
歳
以
上
２
歳

の
誕
生
日
の
前
日
ま
で
）

○
第
２
期
　
小
学
校
就
学
前
１
年
間
に

あ
る
方
（
平
成
20
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
21
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

方
）

※

第
２
期
の
対
象
と
な
る
方
に
は
、
４

月
中
旬
に
個
別
通
知
を
送
付
し
て

お
り
ま
す
。
（
第
１
期
の
対
象
と

な
る
方
に
は
、
満
１
歳
到
達
日
前

後
に
個
別
通
知
し
ま
す
）
対
象
と

な
る
方
は
、
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、
本
年
４
月
１
日
以
降
に
本
町

に
転
入
し
た
対
象
者
で
、
接
種
を
済
ま

せ
て
い
な
い
方
は
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　
役
場
町
民
課
保
健
係

　
　
　
　
　☎
２
３
７

─

２
５
７
４

　
歯
科
健
診
で
は
歯
を
は
じ
め
口
腔
内

の
状
態
を
診
る
こ
と
で
、
歯
周
病
を
発

見
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
舌
が

ん
な
ど
の
発
見
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

○
実
施
期
間

　
平
成
26
年
６
月
２
日
（
月
）
か
ら

　
平
成
26
年
６
月
30
日
（
月
）

　
（
診
療
時
間
内
）

○
実
施
場
所

玉
置
歯
科
医
院

　
鯰
２
７
１
５

─

１

　
　
　
　
　☎
２
３
７

─

２
３
７
０

ひ
が
し
歯
科
医
院
　

　
下
六
嘉
１
８
７
８

─

３

　
　
　
　
　☎
３
６
７

─

０
１
１
２

ク
ド
ウ
歯
科
医
院

　
鯰
１
８
０
８

─

２

　
　
　
　
　☎
２
３
７

─

２
８
０
１

あ
り
む
ら
歯
科
医
院
　

　
鯰
１
８
３
６

─

２

　
　
　
　
　☎
２
３
５

─

４
６
１
８

イ
ッ
コ
ウ
歯
科
医
院
　

　
上
島
２
１
８
７

─

１
１

　
　
　
　☎
２
３
４

─

７
２
１
５

（
上
益
城
郡
歯
科
医
師
会
加
入
の
町
内

　
歯
科
診
療
機
関
）

○
対
象
　
嘉
島
町
に
お
住
ま
い
の
方

○
内
容

　
歯
科
健
診
（
治
療
は
行
い
ま
せ
ん
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　
役
場
町
民
課
保
健
係
　
　

　
　
　
　
　☎
２
３
７

─

２
５
７
４

　
熊
本
県
御
船
保
健
所
は
、
平
成
26
年

度
も
精
神
保
健
福
祉
相
談
を
行
い
ま

す
。

　
こ
の
相
談
は
、
熊
本
県
が
嘱
託
す
る

専
門
医
が
、
広
く
一
般
の
〝
こ
こ
ろ
の
健

康
〞
に
関
す
る
相
談
を
実
施
す
る
も
の

で
す
。
認
知
症
相
談
、
思
春
期
相
談
、
ひ

き
こ
も
り
や
依
存
症
等
、
多
岐
に
わ
た

る
内
容
を
受
け
付
け
て
お
り
、
医
療
機

関
の
紹
介
な
ど
の
対
応
も
可
能
で
す
。

　
相
談
は
、
御
船
保
健
所
（
町
の
保
健

セ
ン
タ
ー
等
身
近
な
施
設
や
家
庭
訪
問

等
も
可
）
で
、
原
則
第
２
月
曜
日
と
第

４
金
曜
日
の
午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後

４
時
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
相
談
料
は
無
料
で
す
が
、
事
前
予
約

が
必
要
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　
御
船
保
健
所

　
　
　
　
　☎
２
８
２

─

０
０
１
６

　
　
　
役
場
町
民
課
保
健
係

　
　
　
　
　☎
２
３
７

─

２
５
７
４

ご
み
収
集
日
（
西
校
区
）
訂
正

☎
２
３
７

─

２
６
１
９

☆「健診」と「検診」の違い
「健診」は自分が「現在」健康かどうかを確かめるものです（いわゆる健康診断）。
「検診」は「特定の病気」を早期に発見し治療することを目的にしています（がん検診など）。

☆これからも健康で元気に過ごすために毎年特定健診を受診し、
　健診の結果をうまく活用しましょう。
　　

年を重ねることにより、代謝も低下し、体は様々なところで変化していきます。
毎年、特定健診を受け、自分の体の変化を確認し、これからも健康でいられるよう自分の体を
客観的に見る機会をつくりましょう。

　生活習慣病は自覚がないまま知らないうちに進行し、気付いた時には重症化していること
が少なくありません。生活習慣病の早期発見のためには日常生活に気をつけることはもちろ
ん、定期的に健診を受け、自分の体の状態や変化を知ることが大切です。

死因別死亡割合（平成17年度）医療費（平成17年度）
生活習慣病・・・10.7兆円 生活習慣病・・・60.1％

その他
22.4 兆円

その他
39.0％

悪性新生物
2.9 兆円 虚血性心疾患

0.8 兆円

脳血管疾患
2.1 兆円

糖尿病
（糖尿病の
  合併症を含む）
2.0 兆円

高血圧疾患
3.0 兆円
高血圧疾患
3.0 兆円

悪性新生物
30.1％
悪性新生物
30.1％

心疾患
16.0％

脳血管疾患
12.3％

糖尿病
1.3％

高血圧疾患
0.5％

生活習慣病は国民医療費の約3割を占め、死亡数割合では約6割を占めます。

  基準値 Aさん Bさん

 一昨年  145mg/dl 50mg/dl

 昨年 150mg/dl 140mg/dl 48mg/dl

 今年  143mg/dl 140mg/dl

Aさん

Bさん

一見、基準値ギリギリのAさんの方に問題があるように見えますが、毎年同じような数値で安定しています。

それに対し、Bさんの数値は今年から急に高くなっていて、何らかの体の変化が心配されます。

例）AさんとBさんの中性脂肪値
　　次の表を見て心配なのはどちらでしょう？

高血圧疾患
3.0 兆円

広報かしま広報かしま 2014.5 2014.5
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募

　集
第
３
回
親
子
教
室

子
ど
も
が
好
き
な
方
、
地
域
の
力
に

な
り
た
い
方
大
募
集
！

〜
あ
な
た
の
力
を
活
か
し
ま
し
ょ
う
〜

広
域
連
携
消
費
生
活
相
談
室

臨
時
福
祉
給
付
金

￥

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金 

臨
時
給
付
金

飲
料
水
の
水
質
検
査

相

　談
心
配
ご
と
相
談

☎
２
３
７

─

２
６
１
９

　
嘉
島
町
は
、
家
庭
用
飲
料
水
の
水
質

検
査
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
ご
家
庭
の
井
戸
水
が
飲
料
水
と
し
て

適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
検
査
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
検
査
は
、
検
査
業
者
が
訪
問
し
て
採

水
、
そ
の
結
果
が
後
日
郵
送
さ
れ
ま
す
。

　
検
査
費
用
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
検
査
費
用

　
10
項
目
　
３
０
０
０
円
程
度

※

項
目
数
等
で
費
用
が
異
な
り
ま
す
。

○
補
助
金
の
額

　
検
査
費
用
の
２
分
の
１
（
百
円
未
満

切
り
捨
て
）
後
日
交
付
と
な
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　
役
場
建
設
課
環
境
係

　
　
　
　
　☎
２
３
７

─

２
６
１
９

○
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
と

は
？

　
消
費
税
の
引
き
上
げ
に
際
し
、
子
育

て
世
帯
へ
の
影
響
を
緩
和
す
る
と
と
も

に
、
子
育
て
世
帯
の
消
費
の
下
支
え
を

図
る
観
点
か
ら
、
臨
時
的
な
給
付
措
置

を
行
う
も
の
で
、
児
童
手
当
の
上
乗
せ

で
は
な
く
、
臨
時
福
祉
給
付
金
と
類
似

の
給
付
金
と
し
て
、
こ
れ
と
併
給
調
整

を
し
て
支
給
さ
れ
る
給
付
金
で
す
。

○
給
付
対
象
者

　
基
準
日
（
平
成
26
年
１
月
１
日
）
に

お
け
る
平
成
26
年
１
月
分
の
児
童
手
当

（
特
例
給
付
を
含
む
）
の
受
給
者
で

あ
っ
て
、
平
成
25
年
の
所
得
が
児
童
手

当
の
所
得
制
限
額
に
満
た
な
い
方
。

○
対
象
児
童

　
支
給
対
象
者
の
平
成
26
年
１
月
分
の

児
童
手
当
（
特
例
給
付
を
含
む
）
の
対

象
と
な
る
児
童

※

基
準
日
に
生
ま
れ
た
児
童
も
対
象
と

な
り
ま
す
。
基
準
日
よ
り
後
に
生
ま

れ
た
児
童
や
基
準
日
以
後
に
死
亡
し

た
児
童
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。
基

準
日
時
点
で
中
学
生
の
児
童
は
、
申

請
支
給
時
に
中
学
校
を
修
了
し
て
い

て
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
臨
時
福
祉
給
付
金
の
対
象

者
及
び
生
活
保
護
の
被
保
護
者
等
は
支

給
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

○
給
付
額

　
対
象
児
童
１
人
に
つ
き
１
万
円

○
申
請
手
続

　
支
給
対
象
者
は
、
原
則
と
し
て
基
準

日
（
平
成
26
年
１
月
１
日
）
時
点
の
住

所
地
の
市
区
町
村
に
対
し
て
支
給
申
請

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
申
請
手
続
に
つ
い
て
は
、
支
給
対
象

者
と
な
り
う
る
方
等
に
対
し
て
の
み
、

６
月
以
降
に
通
知
等
で
お
知
ら
せ
す
る

予
定
で
す
。

※

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
を
理
由
に
避
難

し
て
い
る
方
で
児
童
を
養
育
し
て

い
る
方
は
、
町
民
課
保
健
係
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　
役
場
町
民
課
保
健
係

　
　
　
　
　☎
２
３
７

─

２
５
７
６

○
臨
時
福
祉
給
付
金
と
は
？

　
平
成
26
年
４
月
か
ら
の
消
費
税
率

８
％
へ
の
引
き
上
げ
に
伴
い
、
所
得
の

低
い
方
々
へ
の
負
担
の
影
響
に
鑑
み
、

暫
定
的
か
つ
臨
時
的
な
措
置
と
し
て
支

給
さ
れ
る
給
付
金
で
す
。

○
給
付
対
象
者

　
平
成
26
年
度
分
の
市
町
村
民
税
（
均

等
割
）
が
課
税
さ
れ
な
い
方
で
す
。

　
ご
自
身
を
扶
養
し
て
い
る
方
が
課
税

さ
れ
る
場
合
や
生
活
保
護
制
度
の
被
保

護
者
と
な
っ
て
い
る
場
合
な
ど
は
対
象

外
と
な
り
ま
す
。

○
給
付
額

・
給
付
対
象
者
１
人
に
つ
き
１
万
円

・
給
付
対
象
者
で
老
齢
基
礎
年
金
、
障

害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
な
ど

を
受
給
さ
て
い
る
方
や
児
童
扶
養
手

当
、
特
別
障
害
者
手
当
等
を
受
給
さ

れ
て
い
る
方
は
１
万
５
千
円

○
申
請
手
続

　
申
請
先
は
基
準
日
（
平
成
26
年
１
月

１
日
）
に
お
い
て
、
住
民
登
録
が
さ
れ

て
い
る
市
町
村
と
な
り
ま
す
。

　
申
請
手
続
に
つ
い
て
は
、
支
給
対
象

者
と
な
り
う
る
方
等
に
対
し
て
の
み
、

６
月
以
降
に
通
知
等
で
お
知
ら
せ
す
る

予
定
で
す
。

※

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
を
理
由
に
避
難

し
て
い
る
方
は
、
町
民
課
福
祉
係

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　
役
場
町
民
課
福
祉
係

　
　
　
　
　☎
２
３
７

─

２
５
７
６

※

臨
時
福
祉
給
付
金
に
関
す
る
詐
欺
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
現
時
点
で
国
（
厚
生
労
働
省
）
・

県
・
町
な
ど
が
町
民
の
皆
様
の
世
帯
構

成
や
銀
行
の
口
座
番
号
な
ど
の
個
人
情

報
を
照
会
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま

せ
ん
。

　
ご
自
宅
や
職
場
に
国
・
県
・
町
の
職

員
な
ど
を
か
た
っ
た
電
話
が
か
か
っ
て

き
た
り
、
郵
便
が
届
い
た
ら
迷
わ
ず
役

場
総
務
課
（
☎
２
３
７

─

１
１
１
２
）
ま

た
は
、
御
船
警
察
署
（
☎
２
８
２

─

１

１
１
０
）
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ど
ん
な
小
さ
な
事
で
も
結
構
で
す
。

秘
密
は
、
か
た
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
料
は
、
無
料
で
す
。

○
次
の
相
談
日
お
よ
び
相
談
員

　
５
月
28
日
（
水
）
　
弁
護
士

　
６
月
25
日
（
水
）
　
弁
護
士

※

相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
必
ず
電
話

で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
定
員
（
原
則
４
名
）
に
な
り
次
第
、

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

○
相
談
場
所
　
嘉
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
相
談
時
間
　
13
時
半
〜
15
時
半

                      

（
１
人
30
分
以
内
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　
嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　☎
２
３
７

─

２
９
８
１

　
上
益
城
５
町
で
広
域
連
携
消
費
生
活

相
談
窓
口
を
開
設
。
事
業
者
と
消
費
者

と
の
間
で
起
こ
る
契
約
ト
ラ
ブ
ル
の
相

談
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
秘
密
や
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
は
厳
守
し
ま
す
。

　
５
町
に
お
住
ま
い
の
方
は
ど
の
町
で

も
相
談
が
で
き
ま
す
。
「
ち
ょ
っ
と
だ

け
で
も
相
談
を
聞
い
て
ほ
し
い
」
と
い

う
方
も
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
開
設
曜
日
】

　
月
曜
日
　
益
城
町

　
　
☎
２
８
６

─

３
１
１
１

　
火
曜
日
　
御
船
町

　
　☎
２
８
２

─

１
１
１
１

　
水
曜
日
　
嘉
島
町

　
　☎
２
３
７

─

１
１
１
２

　
木
曜
日
　
甲
佐
町

　
　☎
２
３
４

─

３
２
２
３

　
金
曜
日
　
山
都
町

　
　
☎
０
９
６
７

─

７
２

─

３
１
３
３

（
祝
祭
日
及
び
年
末
年
始
を
除
く
）

【
相
談
時
間
】

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
（
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）

○
日
時
　

　
６
月
３
日
（
火
）
　
10
時
〜
12
時
半

○
場
所
　
鯰
公
民
館

○
内
容

　
親
子
で
巻
き
巻
き
・
に
ぎ
に
ぎ
　
ワ

ク
ワ
ク
手
巻
き
寿
司
＆
に
ん
じ
ん
お
に

ぎ
り
作
り
　
試
食
＆
交
流

○
講
師

　
そ
っ
と
の
ぞ
い
て
み
て
ご
ら
ん
ス

タ
ッ
フ

○
参
加
費

　
一
家
族
５
０
０
円

　
（
材
料
費
と
一
日
保
険
料
）

○
定
員
　
先
着
８
家
族

○
申
込
締
切
　
５
月
27
日
（
火
）

　※

定
員
に
な
り
し
だ
い
終
了

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
そ
っ
と
の
ぞ
い
て
み
て
ご
ら
ん

　
　
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
２
３
７

─

１
３
４
７

※

住
所
・
氏
名
（
お
子
さ
ん
も
）
及
び

　
ア
レ
ル
ギ
ー
の
有
無
を
お
知
ら
せ
く

　
だ
さ
い
。

　
嘉
島
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
は
、
子
ど
も
を
預
け
た
い
方
（
利

用
会
員
）
を
応
援
す
る
た
め
に
、
子
ど

も
を
預
か
れ
る
方
（
協
力
会
員
）
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
協
力
会
員
（
概
ね
70

歳
ま
で
の
健
康
な
方
）
は
登
録
制
で
、

預
か
る
子
ど
も
は
生
後
３
か
月
か
ら
小

学
校
６
年
生
ま
で
で
す
。

　
子
ど
も
を
預
け
る
こ
と
も
預
か
る
こ

と
も
で
き
る
両
方
会
員
や
、
利
用
会
員

も
併
せ
て
募
集
し
ま
す
。

　
会
員
に
な
る
に
は
、
会
員
登
録
を
し

て
、
講
習
を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。
講

習
は
、
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　
予
約
制
の
託
児
も
あ
り
ま
す
。

　
活
動
報
酬
は
利
用
会
員
か
ら
協
力
会

員
に
直
接
支
払
わ
れ
ま
す
。

○
利
用
時
間
及
び
料
金

・
月
〜
金
曜
日
の
７
時
〜
19
時

　
　
　
　
１
時
間
あ
た
り
　
５
０
０
円

・
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
、
早
朝
、

夜
間
、
年
末
年
始

　
　
　
　
１
時
間
あ
た
り
　
６
０
０
円

※

万
一
の
事
故
に
備
え
、
補
償
保
険
に

加
入
し
て
い
ま
す
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

嘉
島
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
事
務
局

　
　
　
　
　☎
２
３
７

─

５
５
５
９

　
　
　
　
　
（
９
時
〜
16
時
）

携
帯
０
８
０

─

２
６
９
０

─

０
１
３
８
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募

　集
第
３
回
親
子
教
室

子
ど
も
が
好
き
な
方
、
地
域
の
力
に

な
り
た
い
方
大
募
集
！

〜
あ
な
た
の
力
を
活
か
し
ま
し
ょ
う
〜

広
域
連
携
消
費
生
活
相
談
室

臨
時
福
祉
給
付
金

￥

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金 

臨
時
給
付
金

飲
料
水
の
水
質
検
査

相

　談
心
配
ご
と
相
談

☎
２
３
７

─

２
６
１
９

　
嘉
島
町
は
、
家
庭
用
飲
料
水
の
水
質

検
査
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
ご
家
庭
の
井
戸
水
が
飲
料
水
と
し
て

適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
検
査
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
検
査
は
、
検
査
業
者
が
訪
問
し
て
採

水
、
そ
の
結
果
が
後
日
郵
送
さ
れ
ま
す
。

　
検
査
費
用
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
検
査
費
用

　
10
項
目
　
３
０
０
０
円
程
度

※

項
目
数
等
で
費
用
が
異
な
り
ま
す
。

○
補
助
金
の
額

　
検
査
費
用
の
２
分
の
１
（
百
円
未
満

切
り
捨
て
）
後
日
交
付
と
な
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　
役
場
建
設
課
環
境
係

　
　
　
　
　☎
２
３
７

─

２
６
１
９

○
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
と

は
？

　
消
費
税
の
引
き
上
げ
に
際
し
、
子
育

て
世
帯
へ
の
影
響
を
緩
和
す
る
と
と
も

に
、
子
育
て
世
帯
の
消
費
の
下
支
え
を

図
る
観
点
か
ら
、
臨
時
的
な
給
付
措
置

を
行
う
も
の
で
、
児
童
手
当
の
上
乗
せ

で
は
な
く
、
臨
時
福
祉
給
付
金
と
類
似

の
給
付
金
と
し
て
、
こ
れ
と
併
給
調
整

を
し
て
支
給
さ
れ
る
給
付
金
で
す
。

○
給
付
対
象
者

　
基
準
日
（
平
成
26
年
１
月
１
日
）
に

お
け
る
平
成
26
年
１
月
分
の
児
童
手
当

（
特
例
給
付
を
含
む
）
の
受
給
者
で

あ
っ
て
、
平
成
25
年
の
所
得
が
児
童
手

当
の
所
得
制
限
額
に
満
た
な
い
方
。

○
対
象
児
童

　
支
給
対
象
者
の
平
成
26
年
１
月
分
の

児
童
手
当
（
特
例
給
付
を
含
む
）
の
対

象
と
な
る
児
童

※

基
準
日
に
生
ま
れ
た
児
童
も
対
象
と

な
り
ま
す
。
基
準
日
よ
り
後
に
生
ま

れ
た
児
童
や
基
準
日
以
後
に
死
亡
し

た
児
童
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。
基

準
日
時
点
で
中
学
生
の
児
童
は
、
申

請
支
給
時
に
中
学
校
を
修
了
し
て
い

て
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
臨
時
福
祉
給
付
金
の
対
象

者
及
び
生
活
保
護
の
被
保
護
者
等
は
支

給
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

○
給
付
額

　
対
象
児
童
１
人
に
つ
き
１
万
円

○
申
請
手
続

　
支
給
対
象
者
は
、
原
則
と
し
て
基
準

日
（
平
成
26
年
１
月
１
日
）
時
点
の
住

所
地
の
市
区
町
村
に
対
し
て
支
給
申
請

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
申
請
手
続
に
つ
い
て
は
、
支
給
対
象

者
と
な
り
う
る
方
等
に
対
し
て
の
み
、

６
月
以
降
に
通
知
等
で
お
知
ら
せ
す
る

予
定
で
す
。

※

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
を
理
由
に
避
難

し
て
い
る
方
で
児
童
を
養
育
し
て

い
る
方
は
、
町
民
課
保
健
係
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　
役
場
町
民
課
保
健
係

　
　
　
　
　☎
２
３
７

─

２
５
７
６

○
臨
時
福
祉
給
付
金
と
は
？

　
平
成
26
年
４
月
か
ら
の
消
費
税
率

８
％
へ
の
引
き
上
げ
に
伴
い
、
所
得
の

低
い
方
々
へ
の
負
担
の
影
響
に
鑑
み
、

暫
定
的
か
つ
臨
時
的
な
措
置
と
し
て
支

給
さ
れ
る
給
付
金
で
す
。

○
給
付
対
象
者

　
平
成
26
年
度
分
の
市
町
村
民
税
（
均

等
割
）
が
課
税
さ
れ
な
い
方
で
す
。

　
ご
自
身
を
扶
養
し
て
い
る
方
が
課
税

さ
れ
る
場
合
や
生
活
保
護
制
度
の
被
保

護
者
と
な
っ
て
い
る
場
合
な
ど
は
対
象

外
と
な
り
ま
す
。

○
給
付
額

・
給
付
対
象
者
１
人
に
つ
き
１
万
円

・
給
付
対
象
者
で
老
齢
基
礎
年
金
、
障

害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
な
ど

を
受
給
さ
て
い
る
方
や
児
童
扶
養
手

当
、
特
別
障
害
者
手
当
等
を
受
給
さ

れ
て
い
る
方
は
１
万
５
千
円

○
申
請
手
続

　
申
請
先
は
基
準
日
（
平
成
26
年
１
月

１
日
）
に
お
い
て
、
住
民
登
録
が
さ
れ

て
い
る
市
町
村
と
な
り
ま
す
。

　
申
請
手
続
に
つ
い
て
は
、
支
給
対
象

者
と
な
り
う
る
方
等
に
対
し
て
の
み
、

６
月
以
降
に
通
知
等
で
お
知
ら
せ
す
る

予
定
で
す
。

※

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
を
理
由
に
避
難

し
て
い
る
方
は
、
町
民
課
福
祉
係

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　
役
場
町
民
課
福
祉
係

　
　
　
　
　☎
２
３
７

─

２
５
７
６

※

臨
時
福
祉
給
付
金
に
関
す
る
詐
欺
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
現
時
点
で
国
（
厚
生
労
働
省
）
・

県
・
町
な
ど
が
町
民
の
皆
様
の
世
帯
構

成
や
銀
行
の
口
座
番
号
な
ど
の
個
人
情

報
を
照
会
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま

せ
ん
。

　
ご
自
宅
や
職
場
に
国
・
県
・
町
の
職

員
な
ど
を
か
た
っ
た
電
話
が
か
か
っ
て

き
た
り
、
郵
便
が
届
い
た
ら
迷
わ
ず
役

場
総
務
課
（
☎
２
３
７

─

１
１
１
２
）
ま

た
は
、
御
船
警
察
署
（
☎
２
８
２

─

１

１
１
０
）
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ど
ん
な
小
さ
な
事
で
も
結
構
で
す
。

秘
密
は
、
か
た
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
料
は
、
無
料
で
す
。

○
次
の
相
談
日
お
よ
び
相
談
員

　
５
月
28
日
（
水
）
　
弁
護
士

　
６
月
25
日
（
水
）
　
弁
護
士

※

相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
必
ず
電
話

で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
定
員
（
原
則
４
名
）
に
な
り
次
第
、

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

○
相
談
場
所
　
嘉
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
相
談
時
間
　
13
時
半
〜
15
時
半

                      

（
１
人
30
分
以
内
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　
嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　☎
２
３
７

─

２
９
８
１

　
上
益
城
５
町
で
広
域
連
携
消
費
生
活

相
談
窓
口
を
開
設
。
事
業
者
と
消
費
者

と
の
間
で
起
こ
る
契
約
ト
ラ
ブ
ル
の
相

談
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
秘
密
や
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
は
厳
守
し
ま
す
。

　
５
町
に
お
住
ま
い
の
方
は
ど
の
町
で

も
相
談
が
で
き
ま
す
。
「
ち
ょ
っ
と
だ

け
で
も
相
談
を
聞
い
て
ほ
し
い
」
と
い

う
方
も
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
開
設
曜
日
】

　
月
曜
日
　
益
城
町

　
　
☎
２
８
６

─

３
１
１
１

　
火
曜
日
　
御
船
町

　
　☎
２
８
２

─

１
１
１
１

　
水
曜
日
　
嘉
島
町

　
　☎
２
３
７

─

１
１
１
２

　
木
曜
日
　
甲
佐
町

　
　☎
２
３
４

─

３
２
２
３

　
金
曜
日
　
山
都
町

　
　
☎
０
９
６
７

─
７
２

─

３
１
３
３

（
祝
祭
日
及
び
年
末
年
始
を
除
く
）

【
相
談
時
間
】

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
（
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）

○
日
時
　

　
６
月
３
日
（
火
）
　
10
時
〜
12
時
半

○
場
所
　
鯰
公
民
館

○
内
容

　
親
子
で
巻
き
巻
き
・
に
ぎ
に
ぎ
　
ワ

ク
ワ
ク
手
巻
き
寿
司
＆
に
ん
じ
ん
お
に

ぎ
り
作
り
　
試
食
＆
交
流

○
講
師

　
そ
っ
と
の
ぞ
い
て
み
て
ご
ら
ん
ス

タ
ッ
フ

○
参
加
費

　
一
家
族
５
０
０
円

　
（
材
料
費
と
一
日
保
険
料
）

○
定
員
　
先
着
８
家
族

○
申
込
締
切
　
５
月
27
日
（
火
）

　※

定
員
に
な
り
し
だ
い
終
了

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
そ
っ
と
の
ぞ
い
て
み
て
ご
ら
ん

　
　
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
２
３
７

─

１
３
４
７

※

住
所
・
氏
名
（
お
子
さ
ん
も
）
及
び

　
ア
レ
ル
ギ
ー
の
有
無
を
お
知
ら
せ
く

　
だ
さ
い
。

　
嘉
島
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
は
、
子
ど
も
を
預
け
た
い
方
（
利

用
会
員
）
を
応
援
す
る
た
め
に
、
子
ど

も
を
預
か
れ
る
方
（
協
力
会
員
）
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
協
力
会
員
（
概
ね
70

歳
ま
で
の
健
康
な
方
）
は
登
録
制
で
、

預
か
る
子
ど
も
は
生
後
３
か
月
か
ら
小

学
校
６
年
生
ま
で
で
す
。

　
子
ど
も
を
預
け
る
こ
と
も
預
か
る
こ

と
も
で
き
る
両
方
会
員
や
、
利
用
会
員

も
併
せ
て
募
集
し
ま
す
。

　
会
員
に
な
る
に
は
、
会
員
登
録
を
し

て
、
講
習
を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。
講

習
は
、
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　
予
約
制
の
託
児
も
あ
り
ま
す
。

　
活
動
報
酬
は
利
用
会
員
か
ら
協
力
会

員
に
直
接
支
払
わ
れ
ま
す
。

○
利
用
時
間
及
び
料
金

・
月
〜
金
曜
日
の
７
時
〜
19
時

　
　
　
　
１
時
間
あ
た
り
　
５
０
０
円

・
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
、
早
朝
、

夜
間
、
年
末
年
始

　
　
　
　
１
時
間
あ
た
り
　
６
０
０
円

※

万
一
の
事
故
に
備
え
、
補
償
保
険
に

加
入
し
て
い
ま
す
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

嘉
島
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
事
務
局

　
　
　
　
　☎
２
３
７

─

５
５
５
９

　
　
　
　
　
（
９
時
〜
16
時
）

携
帯
０
８
０

─

２
６
９
０

─

０
１
３
８
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野
鳥
保
護

繁
殖
期
の
野
鳥
保
護

熊
本
県
環
境
保
全
協
議
会
設
立

20
周
年
記
念
講
演
会
参
加
者
募
集

平
成
27
年
３
月
新
規
学
校
卒
業
者

対
象
求
人
説
明
会

青
少
年
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

安
全
利
用
に
関
す
る
講
演
会

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

死
亡
野
鳥
を
発
見
し
た
ら

農
業農

地
の
賃
借
料
情
報

鶏
肉
・
鶏
卵
は
安
全
で
す
！

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

利
用
・
協
力
・
両
方
会
員
講
習
会

嘉島町農地賃借料情報（10ａ当たり）

上記のうち物納分（水田のみ）

地域名 区　別 平均額 最高額 最低額 データ数

嘉島町

全域

田 15,727円 23,364円 4,810円 392筆

畑 9,638円 18,000円 3,862円 14筆

嘉島町

全域
田 63kg 103kg 24kg 121筆

平成26年　春の農作業基準賃金

☎
２
３
７

─

２
６
１
９

○
日
時
　
６
月
10
日
（
火
）

　
　
　
　
９
時
〜
16
時

○
場
所
　
子
育
て
ひ
ろ
ば
あ
い
あ
い

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

嘉
島
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
事
務
局

　
　
　
　
　☎
２
３
７

─

５
５
５
９

　
　
　
　
　（
９
時
〜
16
時
）

携
帯
０
８
０

─

２
６
９
０

─

０
１
３
８

○
演
題

　
「
こ
の
国
で
起
き
て
い
る
本
当
の

事
」
〜
政
治
経
済
か
ら
地
球
環
境
問
題

ま
で

○
講
師
　
辛
坊
　
治
郎
氏

○
日
時
　
６
月
11
日
（
水
）
13
時
30
分

○
会
場

　メ
ル
パ
ル
ク
熊
本

○
入
場
料
　
無
料

　
　
　
　
（
申
込
先
着
４
５
０
人
）

○
募
集
期
間
　
５
月
19
日
（
月
）
ま
で

○
申
込
方
法

熊
本
県
環
境
保
全
協
会
Ｈ
Ｐ

h
ttp
://w

w
w
.k
u
m
am
oto-

kankyo.jp/

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　熊
本
県
環
境
保
全
協
議
会
事
務
局

　
　
　
　
☎
３
３
３

─

２
７
７
７

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
上
益
城
は
、
来
春
の

新
規
学
校
卒
業
者
の
採
用
を
予
定
し
て

い
る
事
業
所
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、

求
人
申
し
込
み
か
ら
選
考
、
受
け
入
れ

に
至
る
ま
で
の
手
続
き
等
に
つ
い
て
の

説
明
を
行
い
ま
す
。

　
新
規
高
等
学
校
卒
業
者
の
採
用
は
、

公
共
職
業
安
定
所
へ
求
人
を
申
し
込
ん

で
い
た
だ
く
と
共
に
、
こ
の
説
明
会
を

受
講
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
地
元
の
優
秀
な
人
材
を
確
保
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
多
数
の
事
業
所
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
日
時
　
６
月
11
日
（
水
）
14
時
〜

○
場
所
　
市
民
会
館
崇
城
大
学
ホ
ー
ル

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

熊
本
公
共
職
業
安
定
所

上
益
城
出
張
所

　
　
　
　☎
２
８
２

─

０
０
７
７

　
　Ｆ
Ａ
Ｘ 

２
８
２

─

３
９
２
７

　
ど
な
た
で
も
無
料
で
参
加
で
き
ま
す
。

○
日
時
　

　
６
月
３
日
（
火
）
14
時
半
〜
15
時
半

○
会
場
　
熊
本
県
庁
地
下
大
会
議
室

○
講
師

　
モ
バ
イ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研
究
所

　
代
表
　
松
川
　
由
美
　
氏

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　熊
本
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議

　
　
　
　☎
３
３
３

─

２
２
９
４

　
　Ｆ
Ａ
Ｘ
３
８
２

─

７
４
０
３

　
熊
本
県
は
、
死
亡
し
た
り
弱
っ
た
り

し
た
野
鳥
が
発
見
さ
れ
た
場
合
、
必
要

に
応
じ
て
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
の

有
無
に
つ
い
て
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
野
鳥
が
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
こ
と
を
早
期

に
発
見
し
、
野
鳥
へ
の
感
染
拡
大
や
鶏

な
ど
の
家
禽
へ
の
感
染
を
予
防
す
る
た

め
で
す
。
死
亡
し
た
野
鳥
を
見
つ
け
ら

れ
た
際
は
、
熊
本
県
自
然
保
護
課
ま
た

は
上
益
城
地
域
振
興
局
ま
で
情
報
提
供

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
野
鳥
は
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
死
亡
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
死
亡
し
た
野
鳥

に
は
素
手
で
触
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　熊
本
県
自
然
保
護
課

　
　
　
　☎
３
３
３

─

２
２
７
５

　
球
磨
郡
で
４
月
13
日
に
高
病
原
性
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
ま
し
た
が
、

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
た
鶏
や

感
染
の
疑
い
が
あ
る
鶏
は
全
て
殺
処
分

が
完
了
し
て
お
り
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
感
染
し
た
鶏
肉
、
鶏
卵
が
市
場
に

流
通
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
国
の
食
品
安
全
委
員
会
は

「
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
た
鶏

肉
や
鶏
卵
を
食
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
人

に
感
染
す
る
こ
と
は
な
い
」
と
し
て
い

ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　上
益
城
地
域
振
興
局

　
　
　農
業
普
及
・
振
興
課

　
　
　
　☎
２
８
２

─

０
３
０
５

　
　
　役
場
農
政
課
農
政
係

　
　
　
　☎
２
３
７

─

２
６
２
９

　
春
は
野
鳥
の
繁
殖
期
。
巣
立
ち
し
た

ヒ
ナ
が
落
ち
て
い
て
も
親
鳥
が
保
護
し

ま
す
。
拾
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
熊
本
県
は
５
月
10
日
か
ら
１

カ
月
間
を
指
導
取
締
強
化
月
間
と
定
め
、

違
法
捕
獲
等
の
防
止
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
メ
ジ
ロ
の
愛
玩
飼
養
目
的
の
捕

獲
は
、
鳥
獣
の
乱
獲
助
長
の
恐
れ
か
ら
、

新
た
な
捕
獲
の
許
可
を
行
わ
な
い
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　役
場
農
政
課
農
政
係

　
　
　
　☎
２
３
７

─

２
６
２
９

　
平
成
21
年
度
の
農
地
法
の
改
正
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
農
業
委
員
会
で
定
め
て

い
た
標
準
小
作
料
が
廃
止
さ
れ
、
効
力

が
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
農
用
地
利
用
集
積
計
画
（
基
盤
強
化

法
に
基
づ
く
小
作
契
約
）
に
よ
り
「
標

準
小
作
料
」
と
記
載
し
て
契
約
さ
れ
て

い
る
賃
借
料
に
つ
い
て
は
、
小
作
料
を

当
事
者
間
で
定
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す

の
で
、
標
準
小
作
料
に
変
え
て
実
勢
価

格
の
賃
借
料
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

　
平
成
25
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
に
締

結
（
公
告
）
さ
れ
た
賃
貸
借
（
４
０
６

筆
）
に
お
け
る
賃
借
料
水
準
（
10
ａ
当

た
り
）
は
次
の
通
り
で
す
。
農
地
の
状

況
な
ど
に
合
わ
せ
て
柔
軟
に
当
事
者
同

士
で
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

※

農
地
の
貸
借
の
方
法
は
、
右
記
の
ほ

か
、
小
作
料
の
発
生
し
な
い
『
使

用
貸
借
』
の
契
約
も
あ
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　嘉
島
町
農
業
委
員
会

　
　
　
　☎
２
３
７

─

２
６
２
９

 作業名 単位 協定賃金 　　　　　　　　備　　　考

 代かき 10a当り 7,000円 
 　田植え 10a当り 5,000円 補植なし
 　苗つくり 1箱 450円 箱・種子委託者もち
 　苗運搬　 10a当り ほ場整備地区1,500円 その他の地区は委託者と話し合い
 一般作業 日当 5,500円 
 農薬散布 10a当り ほ場整備地区2,000円 その他地区は委託者と話し合い農薬は委託者もち
 水稲元肥散布 10a当り 2,000円 肥料は委託者もち

 初田起こし 10a当り 

 　多条播 10a当り 9,500円
 　ばら播 10a当り 9,500円 
 麦田起こし 10a当り 5,000円 
 麦運搬 10a当り 1,000円
 大豆防除 10a当り 2,000円 農薬代は別途
 大豆播種 10a当り 4,000円
 大豆中耕培土   機械込み
（溝上げ土入れ）

1回目6,000円
2回目4,000円

トラクター 2,000円
管理機械 5,000円

田
植
機
械

コ
ン
バ
イ
ン

麦
刈 倒伏した麦は20％～30％増

10a当り
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野
鳥
保
護

繁
殖
期
の
野
鳥
保
護

熊
本
県
環
境
保
全
協
議
会
設
立

20
周
年
記
念
講
演
会
参
加
者
募
集

平
成
27
年
３
月
新
規
学
校
卒
業
者

対
象
求
人
説
明
会

青
少
年
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

安
全
利
用
に
関
す
る
講
演
会

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

死
亡
野
鳥
を
発
見
し
た
ら

農
業農

地
の
賃
借
料
情
報

鶏
肉
・
鶏
卵
は
安
全
で
す
！

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

利
用
・
協
力
・
両
方
会
員
講
習
会

嘉島町農地賃借料情報（10ａ当たり）

上記のうち物納分（水田のみ）

地域名 区　別 平均額 最高額 最低額 データ数

嘉島町

全域

田 15,727円 23,364円 4,810円 392筆

畑 9,638円 18,000円 3,862円 14筆

嘉島町

全域
田 63kg 103kg 24kg 121筆

平成26年　春の農作業基準賃金

☎
２
３
７

─

２
６
１
９

○
日
時
　
６
月
10
日
（
火
）

　
　
　
　
９
時
〜
16
時

○
場
所
　
子
育
て
ひ
ろ
ば
あ
い
あ
い

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

嘉
島
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
事
務
局

　
　
　
　
　☎
２
３
７

─

５
５
５
９

　
　
　
　
　（
９
時
〜
16
時
）

携
帯
０
８
０

─

２
６
９
０

─

０
１
３
８

○
演
題

　
「
こ
の
国
で
起
き
て
い
る
本
当
の

事
」
〜
政
治
経
済
か
ら
地
球
環
境
問
題

ま
で

○
講
師
　
辛
坊
　
治
郎
氏

○
日
時
　
６
月
11
日
（
水
）
13
時
30
分

○
会
場

　メ
ル
パ
ル
ク
熊
本

○
入
場
料
　
無
料

　
　
　
　
（
申
込
先
着
４
５
０
人
）

○
募
集
期
間
　
５
月
19
日
（
月
）
ま
で

○
申
込
方
法

熊
本
県
環
境
保
全
協
会
Ｈ
Ｐ

h
ttp
://w

w
w
.k
u
m
am
oto-

kankyo.jp/

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　熊
本
県
環
境
保
全
協
議
会
事
務
局

　
　
　
　
☎
３
３
３

─

２
７
７
７

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
上
益
城
は
、
来
春
の

新
規
学
校
卒
業
者
の
採
用
を
予
定
し
て

い
る
事
業
所
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、

求
人
申
し
込
み
か
ら
選
考
、
受
け
入
れ

に
至
る
ま
で
の
手
続
き
等
に
つ
い
て
の

説
明
を
行
い
ま
す
。

　
新
規
高
等
学
校
卒
業
者
の
採
用
は
、

公
共
職
業
安
定
所
へ
求
人
を
申
し
込
ん

で
い
た
だ
く
と
共
に
、
こ
の
説
明
会
を

受
講
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
地
元
の
優
秀
な
人
材
を
確
保
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
多
数
の
事
業
所
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
日
時
　
６
月
11
日
（
水
）
14
時
〜

○
場
所
　
市
民
会
館
崇
城
大
学
ホ
ー
ル

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

熊
本
公
共
職
業
安
定
所

上
益
城
出
張
所

　
　
　
　☎
２
８
２

─

０
０
７
７

　
　Ｆ
Ａ
Ｘ 

２
８
２

─

３
９
２
７

　
ど
な
た
で
も
無
料
で
参
加
で
き
ま
す
。

○
日
時
　

　
６
月
３
日
（
火
）
14
時
半
〜
15
時
半

○
会
場
　
熊
本
県
庁
地
下
大
会
議
室

○
講
師

　
モ
バ
イ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研
究
所

　
代
表
　
松
川
　
由
美
　
氏

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　熊
本
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議

　
　
　
　☎
３
３
３

─

２
２
９
４

　
　Ｆ
Ａ
Ｘ
３
８
２

─

７
４
０
３

　
熊
本
県
は
、
死
亡
し
た
り
弱
っ
た
り

し
た
野
鳥
が
発
見
さ
れ
た
場
合
、
必
要

に
応
じ
て
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
の

有
無
に
つ
い
て
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
野
鳥
が
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
こ
と
を
早
期

に
発
見
し
、
野
鳥
へ
の
感
染
拡
大
や
鶏

な
ど
の
家
禽
へ
の
感
染
を
予
防
す
る
た

め
で
す
。
死
亡
し
た
野
鳥
を
見
つ
け
ら

れ
た
際
は
、
熊
本
県
自
然
保
護
課
ま
た

は
上
益
城
地
域
振
興
局
ま
で
情
報
提
供

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
野
鳥
は
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
死
亡
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
死
亡
し
た
野
鳥

に
は
素
手
で
触
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　熊
本
県
自
然
保
護
課

　
　
　
　☎
３
３
３

─

２
２
７
５

　
球
磨
郡
で
４
月
13
日
に
高
病
原
性
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
ま
し
た
が
、

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
た
鶏
や

感
染
の
疑
い
が
あ
る
鶏
は
全
て
殺
処
分

が
完
了
し
て
お
り
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
感
染
し
た
鶏
肉
、
鶏
卵
が
市
場
に

流
通
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
国
の
食
品
安
全
委
員
会
は

「
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
た
鶏

肉
や
鶏
卵
を
食
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
人

に
感
染
す
る
こ
と
は
な
い
」
と
し
て
い

ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　上
益
城
地
域
振
興
局

　
　
　農
業
普
及
・
振
興
課

　
　
　
　☎
２
８
２

─

０
３
０
５

　
　
　役
場
農
政
課
農
政
係

　
　
　
　☎
２
３
７

─

２
６
２
９

　
春
は
野
鳥
の
繁
殖
期
。
巣
立
ち
し
た

ヒ
ナ
が
落
ち
て
い
て
も
親
鳥
が
保
護
し

ま
す
。
拾
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
熊
本
県
は
５
月
10
日
か
ら
１

カ
月
間
を
指
導
取
締
強
化
月
間
と
定
め
、

違
法
捕
獲
等
の
防
止
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
メ
ジ
ロ
の
愛
玩
飼
養
目
的
の
捕

獲
は
、
鳥
獣
の
乱
獲
助
長
の
恐
れ
か
ら
、

新
た
な
捕
獲
の
許
可
を
行
わ
な
い
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　役
場
農
政
課
農
政
係

　
　
　
　☎
２
３
７

─

２
６
２
９

　
平
成
21
年
度
の
農
地
法
の
改
正
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
農
業
委
員
会
で
定
め
て

い
た
標
準
小
作
料
が
廃
止
さ
れ
、
効
力

が
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
農
用
地
利
用
集
積
計
画
（
基
盤
強
化

法
に
基
づ
く
小
作
契
約
）
に
よ
り
「
標

準
小
作
料
」
と
記
載
し
て
契
約
さ
れ
て

い
る
賃
借
料
に
つ
い
て
は
、
小
作
料
を

当
事
者
間
で
定
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す

の
で
、
標
準
小
作
料
に
変
え
て
実
勢
価

格
の
賃
借
料
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

　
平
成
25
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
に
締

結
（
公
告
）
さ
れ
た
賃
貸
借
（
４
０
６

筆
）
に
お
け
る
賃
借
料
水
準
（
10
ａ
当

た
り
）
は
次
の
通
り
で
す
。
農
地
の
状

況
な
ど
に
合
わ
せ
て
柔
軟
に
当
事
者
同

士
で
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

※

農
地
の
貸
借
の
方
法
は
、
右
記
の
ほ

か
、
小
作
料
の
発
生
し
な
い
『
使

用
貸
借
』
の
契
約
も
あ
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　嘉
島
町
農
業
委
員
会

　
　
　
　☎
２
３
７

─

２
６
２
９

 作業名 単位 協定賃金 　　　　　　　　備　　　考

 代かき 10a当り 7,000円 
 　田植え 10a当り 5,000円 補植なし
 　苗つくり 1箱 450円 箱・種子委託者もち
 　苗運搬　 10a当り ほ場整備地区1,500円 その他の地区は委託者と話し合い
 一般作業 日当 5,500円 
 農薬散布 10a当り ほ場整備地区2,000円 その他地区は委託者と話し合い農薬は委託者もち
 水稲元肥散布 10a当り 2,000円 肥料は委託者もち

 初田起こし 10a当り 

 　多条播 10a当り 9,500円
 　ばら播 10a当り 9,500円 
 麦田起こし 10a当り 5,000円 
 麦運搬 10a当り 1,000円
 大豆防除 10a当り 2,000円 農薬代は別途
 大豆播種 10a当り 4,000円
 大豆中耕培土   機械込み
（溝上げ土入れ）

1回目6,000円
2回目4,000円

トラクター 2,000円
管理機械 5,000円

田
植
機
械

コ
ン
バ
イ
ン

麦
刈 倒伏した麦は20％～30％増

10a当り
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毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
出
来
事
が
起
き
て
い
ま
す
。

で
も
、
そ
れ
ら
は
、「
人
権
」
と
ど

ん
な
関
係
が
あ
る
の
か
を
「
あ
る
日

の
出
来
事
」
を
通
し
て
一
緒
に
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

●
男
女
の
役
割
を
決
め
つ
け
て
い
ま

せ
ん
か
？

﹇
あ
る
日
の
出
来
事
﹈

お
母
さ
ん
の
お
仕
事

　
先
週
お
隣
り
に
引
越
し
て
き
た
拓

也
く
ん
は
、
パ
パ
と
マ
マ
と
３
人
暮

ら
し
。
ぼ
く
と
は
も
う
す
っ
か
り
仲

良
し
な
ん
だ
「
拓
也
く
ん
の
お
う

ち
、
お
仕
事
は
な
ぁ
に
？
」
と
マ

マ
。「
消
防
士
だ
よ
。
す
っ
ご
く

か
っ
こ
い
い
か
ら
、
拓
也
く
ん
も
大

き
く
な
っ
た
ら
消
防
士
に
な
る
ん

だ
っ
て
」「
へ
ぇ
、
素
敵
ね
ぇ
」

　
次
の
日
、
ぼ
く
の
マ
マ
と
拓
也
く

ん
の
マ
マ
が
立
ち
話
を
し
て
い
る
。

「
ご
主
人
は
消
防
の
お
仕
事
を
？
」

「
い
い
え
、
わ
た
し
な
ん
で
す

よ
」
。
マ
マ
の
目
は
ま
ん
ま
る
！
　

そ
う
か
、
マ
マ
は
拓
也
く
ん
の
パ
パ

が
消
防
士
だ
と
思
っ
て
た
ん
だ
！
　

拓
也
く
ん
は
い
つ
も
か
っ
こ
い
い
お

母
さ
ん
の
自
慢
を
し
て
い
る
。
だ
か

ら
、
ぼ
く
は
マ
マ
に
聞
か
れ
て
「
消

防
士
」
っ
て
答
え
た
ん
だ
。「
男
性

の
職
場
だ
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
け

ど
、
女
性
の
消
防
士
も
い
る
ん
で
す

よ
。
夫
は
料
理
が
得
意
だ
か
ら
、
夜

勤
の
日
も
心
配
し
な
い
く
て
い
い

し
」
ビ
ッ
ク
リ
顔
だ
っ
た
マ
マ
も
、

だ
ん
だ
ん
ニ
ッ
コ
リ
顔
。
ぜ
ひ
今
度

ご
ち
そ
う
に
な
り
た
い
わ
。
な
ん
て

調
子
が
い
い
よ
ね
。

●
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
ふ
だ
ん
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
言

葉
の
中
に
、「
男
性
は
こ
う
あ
る
べ

き
だ
、
女
性
は
こ
う
あ
る
べ
き
だ
」

な
ど
の
性
別
に
よ
る
役
割
分
担
意
識

が
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
そ
う
し
た
こ
と
が
職

場
や
家
庭
に
お
い
て
様
々
な
男
女
差

別
を
生
む
原
因
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　
私
た
ち
は
男
性
・
女
性
で
あ
る
前

に
、
一
人
の
人
間
で
あ
り
、
男
女
が

性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ

の
個
性
や
生
き
方
を
尊
重
し
、
互
い

に
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
、
豊
か
な

社
会
づ
く
り
に
つ
な
が
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

（
熊
本
県
人
権
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
啓
発
資
料
よ
り
）

　　
上
・
下
益
城
郡
内
５
町
（
嘉
島
、
御

船
、
甲
佐
、
美
里
、
山
都
）
と
県
央
広

域
本
部
の
税
務
関
係
職
員
63
人
（
嘉
島

町
７
人
）
に
４
月
18
日
、
併
任
徴
収
の

た
め
の
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
併
任
徴
収
は
各
町
と
県
が
協
力
し
て

税
の
徴
収
に
あ
た
り
、
税
の
収
納
率
向

上
と
滞
納
整
理
強
化
を
図
る
も
の
で
、

平
成
21
年
度
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
昨

年
度
か
ら
山
都
町
が
参
加
し
て
５
町
で

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
税
は
町
の
大
事
な
財
源
で
あ
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
多
く
は
税

に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
税
の
公
平
性
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
平

等
性
を
保
つ
た
め
に
、
公
正
適
切
な
徴

収
に
努
め
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

人
権
問
題
の

　
　
　正
し
い
理
解
の
た
め
に

〔その266〕

女
性
の
人
権

身近な人から、次のような質問を
受けたら、どのように回答しますか？

　昭和40（1965）年の同和対策審議会答申に基づき、
昭和44（1969）年から平成13（2001）年度末ま
で 33 年間にわたって実施された、特別措置による同
和対策事業は終了しました。これによって、環境面は
相当程度改善され、残された課題としては同和問題に
対する差別意識があります。
　法的には「地域改善対策特定事業に係る国の財政上
の特別措置に関する法律」がなくなりました。この法
律は、国及び地方公共団体が行う地域改善対策特定事
業の経費に対する特別の助成や財政上の特別な措置に
ついて定めた法律です。したがって、その後は特別措
置から一般措置による対策に移行します。平成８
（1996）年の地域改善対策協議会意見具申でも指摘し
ているように、差別が存在する限り、行政による同和
対策は続きます。法が切れたので同和対策は終わった、
解決したといった考えは全くの誤りです。

　私たちは時として直接見たり聞いたりしたことはな
いけれど、噂や友人から聞いた話等で、特定の人や集
団に対して悪いイメージを持ったり、十分な根拠もな
く、予断や偏見を持ってしまうことがあります。「同和
問題は怖い」、「同和問題には関わらない方がよい」と
いった意識は、現実を知らないで、噂や憶測で思いこ
んでいることではないでしょうか。
　たとえ、言葉が乱暴であったり、マナーを知らない

人がいたりしたとしても、それは、言うまでもなく同
和問題、同和地区とは関係のないことです。一部の人
の言動を全体のこととして決めつけて判断してしまう
予断や偏見こそ、差別を温存する原因の一つです。差
別される人にあたかも問題の責任があるかのように考
えて、自分たちの責任を逃れようとする考えはなくさ
なければなりません。

　「同和問題は自分には身近な問題ではない」、「自分に
は関係ないことだ」などという意見を持った人がいま
す。女性に関する人権問題が男性の意識の問題である
ように、また障害者に関する人権問題が健常者の意識
の問題でもあるのと同じように、同和問題は差別をさ
れる側の問題ではなく、差別する側の問題です。その
ように考えると、同和問題をはじめすべての人権問題
は、特定の人の問題ではなく、すべての人の問題とい
えます。
　また、「まだ差別はあるの？」、「もう差別はないので
は」といった意見がありますが、現実には当事者のい
ないところでの偏見や差別が多いのではないでしょう
か。例えば、女性に対する差別はセクハラなどのよう
に直接女性に向けられるものと、女性のいないところ
で女性に対する偏見を助長する発言などの現実があり
ます。人権問題は、差別される側にある被差別の現実
だけでなく、差別する側にこそ厳しい加差別の現実が
あるのではないでしょうか。

（熊本県人権啓発資料から）

○法律が切れたので、もう同和問題は
　終わったのではないですか？

○差別はしていないし、
　自分には関係ありませんが？

税
の
公
平
性
を
目
指
し
て

　併
任
徴
収
の
辞
令
交
付

　
　
　
　
　
　
５
町
と
県
の
63
人
に

5 月 の 納 税 等 6 月 の 納 税 等 夜 の 税 務 相 談

滞納は許さない

固定資産税 …………………①期
軽自動車税…………………全期
保　育　料………………５月分
下水道使用料……………４月分

納期限日（口座振替日）
　　平成26年６月２日（月）

町県民税 ………………………①期
国民健康保険税　  
後期高齢者医療保険料 ②期
介護保険料  
保　育　料 …………………６月分
下水道使用料 ………………５月分
納期限日（口座振替日）
　　平成26年6月30日（月）

毎月第２・第４水曜日
午後６時～午後８時

5月28日
6月11日

町税務課員が対応します。
☎237－2639（直通）

差押（捜索）実施中

11月～３月の実績

債権差押 1,078,015　円

※取扱金融機関…上益城農協、肥後銀行、ゆうちょ銀行、熊本銀行、九州労働金庫、
　　　　　　　　熊本第一信用金庫の各店舗。
※領収は、通帳によりご確認下さい。“納税であなたが築く豊かな郷土”

}

同和問題「差別の現実」

○同和問題にはあまり関わらない方が
　よいと聞いたのですが？
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毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
出
来
事
が
起
き
て
い
ま
す
。

で
も
、
そ
れ
ら
は
、「
人
権
」
と
ど

ん
な
関
係
が
あ
る
の
か
を
「
あ
る
日

の
出
来
事
」
を
通
し
て
一
緒
に
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

●
男
女
の
役
割
を
決
め
つ
け
て
い
ま

せ
ん
か
？

﹇
あ
る
日
の
出
来
事
﹈

お
母
さ
ん
の
お
仕
事

　
先
週
お
隣
り
に
引
越
し
て
き
た
拓

也
く
ん
は
、
パ
パ
と
マ
マ
と
３
人
暮

ら
し
。
ぼ
く
と
は
も
う
す
っ
か
り
仲

良
し
な
ん
だ
「
拓
也
く
ん
の
お
う

ち
、
お
仕
事
は
な
ぁ
に
？
」
と
マ

マ
。「
消
防
士
だ
よ
。
す
っ
ご
く

か
っ
こ
い
い
か
ら
、
拓
也
く
ん
も
大

き
く
な
っ
た
ら
消
防
士
に
な
る
ん

だ
っ
て
」「
へ
ぇ
、
素
敵
ね
ぇ
」

　
次
の
日
、
ぼ
く
の
マ
マ
と
拓
也
く

ん
の
マ
マ
が
立
ち
話
を
し
て
い
る
。

「
ご
主
人
は
消
防
の
お
仕
事
を
？
」

「
い
い
え
、
わ
た
し
な
ん
で
す

よ
」
。
マ
マ
の
目
は
ま
ん
ま
る
！
　

そ
う
か
、
マ
マ
は
拓
也
く
ん
の
パ
パ

が
消
防
士
だ
と
思
っ
て
た
ん
だ
！
　

拓
也
く
ん
は
い
つ
も
か
っ
こ
い
い
お

母
さ
ん
の
自
慢
を
し
て
い
る
。
だ
か

ら
、
ぼ
く
は
マ
マ
に
聞
か
れ
て
「
消

防
士
」
っ
て
答
え
た
ん
だ
。「
男
性

の
職
場
だ
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
け

ど
、
女
性
の
消
防
士
も
い
る
ん
で
す

よ
。
夫
は
料
理
が
得
意
だ
か
ら
、
夜

勤
の
日
も
心
配
し
な
い
く
て
い
い

し
」
ビ
ッ
ク
リ
顔
だ
っ
た
マ
マ
も
、

だ
ん
だ
ん
ニ
ッ
コ
リ
顔
。
ぜ
ひ
今
度

ご
ち
そ
う
に
な
り
た
い
わ
。
な
ん
て

調
子
が
い
い
よ
ね
。

●
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
ふ
だ
ん
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
言

葉
の
中
に
、「
男
性
は
こ
う
あ
る
べ

き
だ
、
女
性
は
こ
う
あ
る
べ
き
だ
」

な
ど
の
性
別
に
よ
る
役
割
分
担
意
識

が
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
そ
う
し
た
こ
と
が
職

場
や
家
庭
に
お
い
て
様
々
な
男
女
差

別
を
生
む
原
因
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　
私
た
ち
は
男
性
・
女
性
で
あ
る
前

に
、
一
人
の
人
間
で
あ
り
、
男
女
が

性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ

の
個
性
や
生
き
方
を
尊
重
し
、
互
い

に
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
、
豊
か
な

社
会
づ
く
り
に
つ
な
が
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

（
熊
本
県
人
権
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
啓
発
資
料
よ
り
）

　　
上
・
下
益
城
郡
内
５
町
（
嘉
島
、
御

船
、
甲
佐
、
美
里
、
山
都
）
と
県
央
広

域
本
部
の
税
務
関
係
職
員
63
人
（
嘉
島

町
７
人
）
に
４
月
18
日
、
併
任
徴
収
の

た
め
の
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
併
任
徴
収
は
各
町
と
県
が
協
力
し
て

税
の
徴
収
に
あ
た
り
、
税
の
収
納
率
向

上
と
滞
納
整
理
強
化
を
図
る
も
の
で
、

平
成
21
年
度
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
昨

年
度
か
ら
山
都
町
が
参
加
し
て
５
町
で

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
税
は
町
の
大
事
な
財
源
で
あ
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
多
く
は
税

に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
税
の
公
平
性
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
平

等
性
を
保
つ
た
め
に
、
公
正
適
切
な
徴

収
に
努
め
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

人
権
問
題
の

　
　
　正
し
い
理
解
の
た
め
に

〔その266〕

女
性
の
人
権

身近な人から、次のような質問を
受けたら、どのように回答しますか？

　昭和40（1965）年の同和対策審議会答申に基づき、
昭和44（1969）年から平成13（2001）年度末ま
で 33 年間にわたって実施された、特別措置による同
和対策事業は終了しました。これによって、環境面は
相当程度改善され、残された課題としては同和問題に
対する差別意識があります。
　法的には「地域改善対策特定事業に係る国の財政上
の特別措置に関する法律」がなくなりました。この法
律は、国及び地方公共団体が行う地域改善対策特定事
業の経費に対する特別の助成や財政上の特別な措置に
ついて定めた法律です。したがって、その後は特別措
置から一般措置による対策に移行します。平成８
（1996）年の地域改善対策協議会意見具申でも指摘し
ているように、差別が存在する限り、行政による同和
対策は続きます。法が切れたので同和対策は終わった、
解決したといった考えは全くの誤りです。

　私たちは時として直接見たり聞いたりしたことはな
いけれど、噂や友人から聞いた話等で、特定の人や集
団に対して悪いイメージを持ったり、十分な根拠もな
く、予断や偏見を持ってしまうことがあります。「同和
問題は怖い」、「同和問題には関わらない方がよい」と
いった意識は、現実を知らないで、噂や憶測で思いこ
んでいることではないでしょうか。
　たとえ、言葉が乱暴であったり、マナーを知らない

人がいたりしたとしても、それは、言うまでもなく同
和問題、同和地区とは関係のないことです。一部の人
の言動を全体のこととして決めつけて判断してしまう
予断や偏見こそ、差別を温存する原因の一つです。差
別される人にあたかも問題の責任があるかのように考
えて、自分たちの責任を逃れようとする考えはなくさ
なければなりません。

　「同和問題は自分には身近な問題ではない」、「自分に
は関係ないことだ」などという意見を持った人がいま
す。女性に関する人権問題が男性の意識の問題である
ように、また障害者に関する人権問題が健常者の意識
の問題でもあるのと同じように、同和問題は差別をさ
れる側の問題ではなく、差別する側の問題です。その
ように考えると、同和問題をはじめすべての人権問題
は、特定の人の問題ではなく、すべての人の問題とい
えます。
　また、「まだ差別はあるの？」、「もう差別はないので
は」といった意見がありますが、現実には当事者のい
ないところでの偏見や差別が多いのではないでしょう
か。例えば、女性に対する差別はセクハラなどのよう
に直接女性に向けられるものと、女性のいないところ
で女性に対する偏見を助長する発言などの現実があり
ます。人権問題は、差別される側にある被差別の現実
だけでなく、差別する側にこそ厳しい加差別の現実が
あるのではないでしょうか。

（熊本県人権啓発資料から）

○法律が切れたので、もう同和問題は
　終わったのではないですか？

○差別はしていないし、
　自分には関係ありませんが？

税
の
公
平
性
を
目
指
し
て

　併
任
徴
収
の
辞
令
交
付

　
　
　
　
　
　
５
町
と
県
の
63
人
に

5 月 の 納 税 等 6 月 の 納 税 等 夜 の 税 務 相 談

滞納は許さない

固定資産税 …………………①期
軽自動車税…………………全期
保　育　料………………５月分
下水道使用料……………４月分

納期限日（口座振替日）
　　平成26年６月２日（月）

町県民税 ………………………①期
国民健康保険税　  
後期高齢者医療保険料 ②期
介護保険料  
保　育　料 …………………６月分
下水道使用料 ………………５月分
納期限日（口座振替日）
　　平成26年6月30日（月）

毎月第２・第４水曜日
午後６時～午後８時

5月28日
6月11日

町税務課員が対応します。
☎237－2639（直通）

差押（捜索）実施中

11月～３月の実績

債権差押 1,078,015　円

※取扱金融機関…上益城農協、肥後銀行、ゆうちょ銀行、熊本銀行、九州労働金庫、
　　　　　　　　熊本第一信用金庫の各店舗。
※領収は、通帳によりご確認下さい。“納税であなたが築く豊かな郷土”

}

同和問題「差別の現実」

○同和問題にはあまり関わらない方が
　よいと聞いたのですが？
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　10
年
以
上
前
の

　
　
　
　有
料
サ
イ
ト
料
金
請
求

　「
数
年
前
に
督
促
を
受
け
、
20

万
円
を
支
払
っ
た
が
、
再
び
特
定

記
録
郵
便
で
青
色
の
封
書
が
届
い

た
」と
い
う
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

　「
貴
殿
は
当
＊
＊
＊
が
運
営
す

る
各
種
有
料
コ
ン
テ
ン
ツ
の
う

ち
、
記
載
番
組
を
ご
利
用
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
ご
利
用
代
金
の
精

算
が
ま
だ
確
認
で
き
ず
、
長
期
に

わ
た
り
、
未
納
の
ま
ま
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。
本
書
面
受
領
３

日
以
内
に
ご
連
絡
の
上
、
返
済
な

さ
る
か
、
返
済
期
限
の
延
長
を
含

む
和
解
の
申
し
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。
返
済
な
き
場
合
、
法
務
部
ま

た
は
訪
問
回
収
部
に
移
管
し
、
債

権
者
と
し
て
、
当
然
の
権
利
行
使

を
継
続
し
、
そ
の
際
、
発
生
す
る

費
用
も
別
途
加
算
し
請
求
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
売
掛
債
権
。
登

録
日
２
０
０
２
年
３
月
。
番
組
合

計
金
額
１
９
７
０
０
円
、
事
務
手

数
料
、
サ
ー
バ
ー
管
理
費
、
調
査

費
、
遅
延
損
害
金
、
合
計
１
４
１

２
０
９
円
」

　
今
回
、
業
者
は
、
自
宅
へ
の
威

月
曜
日
　
益
城
町

　
　
　
☎
２
８
６

－

３
１
１
１

火
曜
日…

御
船
町

　
　
　
☎
２
８
２

－

１
１
１
１

水
曜
日…

嘉
島
町

　
　
　
☎
２
３
７

－

１
１
１
２

木
曜
日…

甲
佐
町

　
　
　
☎
２
３
４

－

３
２
２
３

金
曜
日…

山
都
町

☎
０
９
６
７‐

７
２

－

３
１
３
３

【
相
談
時
間
】

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　（
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）

【
広
域
消
費
生
活
相
談
室
開
設
日
時
】

圧
的
な
請
求
電
話
を
し
た
後
、
特

定
記
録
郵
便
を
送
り
つ
け
、
１
週

間
後
、
再
び
「
ご
家
族
あ
て
」
の

督
促
状
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
件
は
債
権
が
発
生

し
た
時
期
も
10
年
以
上
前
と
古

く
、
携
帯
番
号
が
あ
っ
た
と
し
て

も
時
効
が
推
測
さ
れ
ま
す
。

　
被
害
者
リ
ス
ト
を
悪
用
し
た
業

者
が
請
求
を
し
て
い
る
よ
う
で

す
。
い
っ
た
ん
関
わ
る
と
終
わ
る

保
障
は
あ
り
ま
せ
ん
。
架
空
請
求

と
同
様
に
無
視
し
ま
し
ょ
う
！

見守り新鮮
情報５月号

特
定
記
録
郵
便
を
使
っ
た

　
　
　
　
　
　
督
促
状
に
ご
用
心
！

　
09
年
９
月
に
消
費
者
庁
が
創
設

さ
れ
ま
し
た
。
ガ
ス
湯
沸
か
し
器

の
一
酸
化
炭
素
中
毒
事
故
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
異
常
走
行
で
の
死
亡

事
故
な
ど
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ず
、
ま
た
、
大
手
外
国
語
学
校
の

不
当
な
取
引
被
害
の
拡
大
を
防
げ

な
か
っ
た
従
来
の
消
費
者
行
政
の

不
備
を
抜
本
的
に
改
善
す
る
こ
と

が
目
的
で
す
。
消
費
者
の
視
点
に

立
ち
、
消
費
者
行
政
の
司
令
塔
と

し
て
、
消
費
者
が
安
心
し
て
安
全

で
豊
か
な
消
費
生
活
を
営
め
る
社

会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

◇
消
費
者
安
全
法
と
は

　
消
費
者
庁
を
司
令
塔
と
す
る
消

費
者
行
政
の
あ
り
方
を
規
定
し
て

い
ま
す
。

　
①
消
費
者
安
全
の
確
保
に
関
す

る
基
本
方
針
を
策
定
す
る
こ
と
②

都
道
府
県
お
よ
び
市
区
町
村
に
消

費
者
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
消
費
生

活
相
談
を
実
施
す
る
こ
と
③
消
費

《
消
費
者
の
た
め
の
法
と
制
度
》

　
　
解
説
〜
消
費
者
安
全
法

者
事
故
等
に
関
す
る
情
報
を
消
費

者
庁
に
一
元
的
に
集
約
し
、分
析
・

公
表
す
る
こ
と
④
消
費
者
に
対
し

て
被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
注
意
喚

起
を
行
う
ほ
か
、
被
害
の
発
生
・

拡
大
の
防
止
を
図
る
た
め
に
必
要

な
措
置
を
他
省
庁
に
も
求
め
る
こ

と
、
な
ど
に
つ
い
て
の
具
体
的
名

方
法
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◇
消
費
者
安
全
調
査
委
員
会

　
消
費
者
庁
の
創
設
当
時
か
ら
、

消
費
者
の
生
命
・
身
体
に
重
大
な

危
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
製

品
や
施
設
・
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
故

を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
に
、
消

費
者
視
点
で
の
独
立
し
た
事
故
調

査
機
関
が
必
要
と
い
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
要
請
を
受
け
、
12
年

10
月
１
日
に
始
ま
っ
た
の
が
「
消

費
者
安
全
調
査
委
員
会
」
で
す
。

　
事
故
調
査
委
員
会
の
役
割
は
多

様
で
す
が
、
消
費
者
の
日
常
生
活

に
お
け
る
生
命
・
身
体
に
か
か
わ

る
事
故
を
徹
底
し
て
予
防
し
、
再

発
防
止
の
た
め
の
自
己
原
因
等
の

究
明
を
行
い
ま
す
。
事
故
防
止
や

被
害
軽
減
の
た
め
に
講
ず
べ
き
施

策
や
措
置
を
的
確
に
内
閣
総
理
大

臣
に
勧
告
し
、
関
係
行
政
機
関
に

提
言
し
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
消
費
者
が
さ

ま
ざ
ま
な
製
品
等
を
利
用
す
る
と

き
に
危
険
を
認
識
で
き
て
い
る
か

ど
う
か
な
ど
、
消
費
者
の
意
識
、

行
動
心
理
や
行
動
パ
タ
ー
ン
に
踏

み
込
ん
だ
広
い
観
点
か
ら
の
原
因

究
明
が
必
要
で
す
の
で
、
被
害
者

か
ら
の
事
故
調
査
の
申
し
出
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

◇
被
害
情
報
の
集
約
・
共
有
化

　
事
故
の
な
い
安
全
・
安
心
な
社

会
を
育
成
す
る
た
め
に
は
、
消
費

者
一
人
一
人
が
、
実
際
に
発
生
し

た
事
故
の
情
報
に
関
心
を
持
ち
、

ど
の
製
品
に
ど
ん
な
危
険
が
潜
ん

で
い
る
か
を
知
っ
て
事
故
防
止
に

努
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
消
費

者
庁
や
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら

定
期
的
に
事
故
情
報
や
製
品
の
リ

コ
ー
ル
情
報
が
公
表
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
自
分
が
事
故
や
取
引
被

害
に
あ
っ
た
り
、
あ
い
そ
う
に

な
っ
た
り
し
た
と
き
は
、
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
す
る
な
ど
し

て
、
消
費
者
が
活
用
で
き
る
情
報

に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
　
　（
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　「
く
ら
し
の
豆
知
識
」 

よ
り
）

※

広
域
連
携
消
費
生
活
相
談
室
・

　嘉
島
町
☎
２
３
７
|
１
１
１
２

（
水
曜
日
）
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

遠　　足
　今年、東小学校の先生方と生徒たちと一緒に歓
迎遠足へ参加しました。公園へ行く天気にぴった
りで、みなさんハイテンションでした。出発する
前、体育館で楽しいゲームをして、入学したばか
りの一年生に会うことができました。

　公園へ歩いている間に、２年生としりとりをし
ました。私には、良い日本語の勉強になりました！
生徒たちは、道沿いの川に、ナマズや大きなコイ
を偶然見かけて、さらにワクワクしていました。

　子供たちは、とても楽しそうにジャングル・ジ
ムを登ったり、すべり台を滑ったりして遊びまし

　This year I joined the students and teachers of 
Higashi Elementary School on their school trip. It 
was a beautiful day to go to the park and every-
one was really excited. We played some fun 
games in the school gym before leaving and I met 
some of the new 1st grade students.

　On the walk to the park I played shiritori with 
the 2nd grade students it was good Japanese 
practice for me! The students spotted a catfish 
and some big Koi in the river by the road excit-
ing! 

All the students loved the jungle gym and 
slides. I think I was definitely too big but the stu-
dents insisted so I played on it too. I even played 
on the slides. I was glad that I didn’t break any-
thing!

After eating our lunch lots of the children were 
very generous and shared their candy with the teachers, including myself. Thank you!  
Everyone was tired out and we walked slowly back to school, picking flowers on the 
way. The way that the 6th graders took care of the new students was great.

School trip

た。私は、絶対に大きすぎてジャングル・ジムで
遊ぶことは無理だと思っていましたが、子どもた
ちが「遊ぼう！」と言って仕方ありませんでした。
何も壊さなくて良かったという感じでした！

　お弁当を食べた後、アメを分けてくれた子ども
たちが多くて優しいなと思いました。ありがと
う！それから、みなさん疲れていたけれど、花を
摘みながら、ゆっくり学校へ歩いて帰りました。
６年生が１年生の世話をしていたところが素晴ら
しかったです。
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　10
年
以
上
前
の

　
　
　
　有
料
サ
イ
ト
料
金
請
求

　「
数
年
前
に
督
促
を
受
け
、
20

万
円
を
支
払
っ
た
が
、
再
び
特
定

記
録
郵
便
で
青
色
の
封
書
が
届
い

た
」と
い
う
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

　「
貴
殿
は
当
＊
＊
＊
が
運
営
す

る
各
種
有
料
コ
ン
テ
ン
ツ
の
う

ち
、
記
載
番
組
を
ご
利
用
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
ご
利
用
代
金
の
精

算
が
ま
だ
確
認
で
き
ず
、
長
期
に

わ
た
り
、
未
納
の
ま
ま
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。
本
書
面
受
領
３

日
以
内
に
ご
連
絡
の
上
、
返
済
な

さ
る
か
、
返
済
期
限
の
延
長
を
含

む
和
解
の
申
し
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。
返
済
な
き
場
合
、
法
務
部
ま

た
は
訪
問
回
収
部
に
移
管
し
、
債

権
者
と
し
て
、
当
然
の
権
利
行
使

を
継
続
し
、
そ
の
際
、
発
生
す
る

費
用
も
別
途
加
算
し
請
求
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
売
掛
債
権
。
登

録
日
２
０
０
２
年
３
月
。
番
組
合

計
金
額
１
９
７
０
０
円
、
事
務
手

数
料
、
サ
ー
バ
ー
管
理
費
、
調
査

費
、
遅
延
損
害
金
、
合
計
１
４
１

２
０
９
円
」

　
今
回
、
業
者
は
、
自
宅
へ
の
威

月
曜
日
　
益
城
町

　
　
　
☎
２
８
６

－

３
１
１
１

火
曜
日…

御
船
町

　
　
　
☎
２
８
２

－

１
１
１
１

水
曜
日…

嘉
島
町

　
　
　
☎
２
３
７

－

１
１
１
２

木
曜
日…

甲
佐
町

　
　
　
☎
２
３
４

－

３
２
２
３

金
曜
日…

山
都
町

☎
０
９
６
７‐

７
２

－

３
１
３
３

【
相
談
時
間
】

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　（
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）

【
広
域
消
費
生
活
相
談
室
開
設
日
時
】

圧
的
な
請
求
電
話
を
し
た
後
、
特

定
記
録
郵
便
を
送
り
つ
け
、
１
週

間
後
、
再
び
「
ご
家
族
あ
て
」
の

督
促
状
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
件
は
債
権
が
発
生

し
た
時
期
も
10
年
以
上
前
と
古

く
、
携
帯
番
号
が
あ
っ
た
と
し
て

も
時
効
が
推
測
さ
れ
ま
す
。

　
被
害
者
リ
ス
ト
を
悪
用
し
た
業

者
が
請
求
を
し
て
い
る
よ
う
で

す
。
い
っ
た
ん
関
わ
る
と
終
わ
る

保
障
は
あ
り
ま
せ
ん
。
架
空
請
求

と
同
様
に
無
視
し
ま
し
ょ
う
！

見守り新鮮
情報５月号

特
定
記
録
郵
便
を
使
っ
た

　
　
　
　
　
　
督
促
状
に
ご
用
心
！

　
09
年
９
月
に
消
費
者
庁
が
創
設

さ
れ
ま
し
た
。
ガ
ス
湯
沸
か
し
器

の
一
酸
化
炭
素
中
毒
事
故
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
異
常
走
行
で
の
死
亡

事
故
な
ど
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ず
、
ま
た
、
大
手
外
国
語
学
校
の

不
当
な
取
引
被
害
の
拡
大
を
防
げ

な
か
っ
た
従
来
の
消
費
者
行
政
の

不
備
を
抜
本
的
に
改
善
す
る
こ
と

が
目
的
で
す
。
消
費
者
の
視
点
に

立
ち
、
消
費
者
行
政
の
司
令
塔
と

し
て
、
消
費
者
が
安
心
し
て
安
全

で
豊
か
な
消
費
生
活
を
営
め
る
社

会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

◇
消
費
者
安
全
法
と
は

　
消
費
者
庁
を
司
令
塔
と
す
る
消

費
者
行
政
の
あ
り
方
を
規
定
し
て

い
ま
す
。

　
①
消
費
者
安
全
の
確
保
に
関
す

る
基
本
方
針
を
策
定
す
る
こ
と
②

都
道
府
県
お
よ
び
市
区
町
村
に
消

費
者
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
消
費
生

活
相
談
を
実
施
す
る
こ
と
③
消
費

《
消
費
者
の
た
め
の
法
と
制
度
》

　
　
解
説
〜
消
費
者
安
全
法

者
事
故
等
に
関
す
る
情
報
を
消
費

者
庁
に
一
元
的
に
集
約
し
、分
析
・

公
表
す
る
こ
と
④
消
費
者
に
対
し

て
被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
注
意
喚

起
を
行
う
ほ
か
、
被
害
の
発
生
・

拡
大
の
防
止
を
図
る
た
め
に
必
要

な
措
置
を
他
省
庁
に
も
求
め
る
こ

と
、
な
ど
に
つ
い
て
の
具
体
的
名

方
法
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◇
消
費
者
安
全
調
査
委
員
会

　
消
費
者
庁
の
創
設
当
時
か
ら
、

消
費
者
の
生
命
・
身
体
に
重
大
な

危
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
製

品
や
施
設
・
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
故

を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
に
、
消

費
者
視
点
で
の
独
立
し
た
事
故
調

査
機
関
が
必
要
と
い
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
要
請
を
受
け
、
12
年

10
月
１
日
に
始
ま
っ
た
の
が
「
消

費
者
安
全
調
査
委
員
会
」
で
す
。

　
事
故
調
査
委
員
会
の
役
割
は
多

様
で
す
が
、
消
費
者
の
日
常
生
活

に
お
け
る
生
命
・
身
体
に
か
か
わ

る
事
故
を
徹
底
し
て
予
防
し
、
再

発
防
止
の
た
め
の
自
己
原
因
等
の

究
明
を
行
い
ま
す
。
事
故
防
止
や

被
害
軽
減
の
た
め
に
講
ず
べ
き
施

策
や
措
置
を
的
確
に
内
閣
総
理
大

臣
に
勧
告
し
、
関
係
行
政
機
関
に

提
言
し
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
消
費
者
が
さ

ま
ざ
ま
な
製
品
等
を
利
用
す
る
と

き
に
危
険
を
認
識
で
き
て
い
る
か

ど
う
か
な
ど
、
消
費
者
の
意
識
、

行
動
心
理
や
行
動
パ
タ
ー
ン
に
踏

み
込
ん
だ
広
い
観
点
か
ら
の
原
因

究
明
が
必
要
で
す
の
で
、
被
害
者

か
ら
の
事
故
調
査
の
申
し
出
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

◇
被
害
情
報
の
集
約
・
共
有
化

　
事
故
の
な
い
安
全
・
安
心
な
社

会
を
育
成
す
る
た
め
に
は
、
消
費

者
一
人
一
人
が
、
実
際
に
発
生
し

た
事
故
の
情
報
に
関
心
を
持
ち
、

ど
の
製
品
に
ど
ん
な
危
険
が
潜
ん

で
い
る
か
を
知
っ
て
事
故
防
止
に

努
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
消
費

者
庁
や
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら

定
期
的
に
事
故
情
報
や
製
品
の
リ

コ
ー
ル
情
報
が
公
表
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
自
分
が
事
故
や
取
引
被

害
に
あ
っ
た
り
、
あ
い
そ
う
に

な
っ
た
り
し
た
と
き
は
、
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
す
る
な
ど
し

て
、
消
費
者
が
活
用
で
き
る
情
報

に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
　
　（
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　「
く
ら
し
の
豆
知
識
」 

よ
り
）

※

広
域
連
携
消
費
生
活
相
談
室
・

　嘉
島
町
☎
２
３
７
|
１
１
１
２

（
水
曜
日
）
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

遠　　足
　今年、東小学校の先生方と生徒たちと一緒に歓
迎遠足へ参加しました。公園へ行く天気にぴった
りで、みなさんハイテンションでした。出発する
前、体育館で楽しいゲームをして、入学したばか
りの一年生に会うことができました。

　公園へ歩いている間に、２年生としりとりをし
ました。私には、良い日本語の勉強になりました！
生徒たちは、道沿いの川に、ナマズや大きなコイ
を偶然見かけて、さらにワクワクしていました。

　子供たちは、とても楽しそうにジャングル・ジ
ムを登ったり、すべり台を滑ったりして遊びまし

　This year I joined the students and teachers of 
Higashi Elementary School on their school trip. It 
was a beautiful day to go to the park and every-
one was really excited. We played some fun 
games in the school gym before leaving and I met 
some of the new 1st grade students.

　On the walk to the park I played shiritori with 
the 2nd grade students it was good Japanese 
practice for me! The students spotted a catfish 
and some big Koi in the river by the road excit-
ing! 

All the students loved the jungle gym and 
slides. I think I was definitely too big but the stu-
dents insisted so I played on it too. I even played 
on the slides. I was glad that I didn’t break any-
thing!

After eating our lunch lots of the children were 
very generous and shared their candy with the teachers, including myself. Thank you!  
Everyone was tired out and we walked slowly back to school, picking flowers on the 
way. The way that the 6th graders took care of the new students was great.

School trip

た。私は、絶対に大きすぎてジャングル・ジムで
遊ぶことは無理だと思っていましたが、子どもた
ちが「遊ぼう！」と言って仕方ありませんでした。
何も壊さなくて良かったという感じでした！

　お弁当を食べた後、アメを分けてくれた子ども
たちが多くて優しいなと思いました。ありがと
う！それから、みなさん疲れていたけれど、花を
摘みながら、ゆっくり学校へ歩いて帰りました。
６年生が１年生の世話をしていたところが素晴ら
しかったです。
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・辞令交付式及び庁内常会
・熊本県町村会新任式
・教職員辞令交付式
・上益城広域連合辞令交付式
・熊本県農業公社来庁対応
・ＪＡかみましき来庁対応
・嘉島交番所長来庁対応
・消費者相談員辞令交付式
・熊本県土地改良事業団体連合会来庁対応
・熊本県市町村自治会館研修棟落成式
・上島区老人会総会
・自衛隊宇城募集案内所長来庁対応
・九州農政局来庁対応
・嘉島町総合運動公園多目的競技場落成式
・滝河原区総会
・上島生産組合及び農地・水活動組織組合総会
・熊本県環境生活部県民生活局長来庁対応
・甲斐前山都町長全国町村会表彰状伝達
・嘉島西小学校入学式
・嘉島中学校入学式
・春の全国交通安全運動街頭指導激励巡回
・嘉島幼稚園入園式
・熊本県共同募金会来庁対応
・熊本県防犯協会連合会来庁対応
・嘉島町進出企業連絡協議会役員会
・上益城消防組合来庁対応
・上六嘉区総会
・上島区協議員会総会
・全国町村会正副会長会
・熊本県農業公社来庁対応
・嘉島町消防団第２回幹部会議
・嘉島町自衛隊父兄会役員会
・熊本県共同募金会配分交付式
・嘱託員会議
・町税等併任徴収辞令交付式
・嘉島町総合運動公園関係者感謝状贈呈式
・熊本県農政部長訪問
・熊本県後期高齢者医療広域連合来庁対応
・ＮＨＫ８Ｋスーパーハイビジョン内覧会
・緑川の日実行委員会
・下仲間区総会
・前川収第83代熊本県議会議長就任祝賀会
・熊本県農業信用基金協会理事会
・嘉島町高齢者相談員及び地域福祉委員会議
・上益城郡体育協会総会
・全国町村会正副会長会
・嘉島町体育協会総会
・熊本県統計協会評議員会
・熊本県町村会知事要望
・嘉島町商工会女性部通常総会
・第36回上益城消防署管内消防団親善ソフトボール大会
・嘉島町地域婦人会総会
・熊本県農業再生協議会平成26年度第1回通常総会
・第21回緑川の日
・嘉島町老人クラブ連合会総会
・上益城消防組合管理者会議及び臨時議会

１日

２日

３日
４日

５日
６日

７日

９日

10日

11日

13日

14日
15日

16日

17日
18日

20日

21日

23日
24日
25日

26日
27日
28日
29日
30日

　
こ
の
た
び
、
左
記
の
皆
様
よ
り

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
「
地

域
福
祉
の
た
め
に
役
立
て
て
下
さ

い
。」と
香
典
返
し
に
代
え
て
多
額

の
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

　
ご
芳
志
に
沿
う
よ
う
、
活
用
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
中
林
　
明
　
　
様
（
鯰
）

　
　
　
亡
　
登
志
枝
様

　
内
田
　
守
　
　
様
（
上
六
嘉
）

　
　
　
亡
　
勝
　
様

　
深
川
　
一
夫
　
様
（
鯰
）

　
　
　
亡
　
年
枝
　
様

　
大
津
　
美
和
　
様
（
天
草
市
）

　
　
　
亡
　
川
野
ツ
ヨ
様

　
大
倉
　
清
司
　
様
（
上
島
）

平
成
26
年
４
月
18
日
現
在

春
空
を
大
旋
回
な
す
鳩
の
群
れ
一
斉
に
さ
っ
と
羽
根
ひ
る
が
え
す

二
斗
樽
に
四
十
本
の
高
菜
漬
け
重
石
は
あ
な
た
と
夫
に
ま
か
せ
る

断
捨
離
と
勢
ひ
て
始
め
し
片
付
け
も
何
も
変
ら
ず
ひ
と
日
終
え
た
り

古
家
の
垂
木
に
少
し
隙
間
あ
り
枯
葉
落
ち
く
る
春
風
吹
き
て

コ
ン
ビ
ニ
の
お
で
ん
の
旗
が
揺
れ
て
お
り
お
い
で
お
い
で
と
誘
う
が
ご
と
く

ほ
ろ
苦
き
香
り
を
含
む
蕗
の
と
う
天
麩
羅
に
せ
む
ふ
き
味
噌
に
せ
む

夕
す
げ
の
花
を
ゆ
ら
し
て
ゐ
る
風
に
し
ば
し
吹
か
れ
て
高
原
に
立
つ

く
ー
く
る
る
・
く
ー
る
る
る
ぽ
朝
で
す
か
毛
布
を
肩
に
か
き
よ
せ
て
聞
く

去
年
咲
き
し
ビ
オ
ラ
の
花
の
こ
ぼ
れ
種
庭
の
を
ち
こ
ち
む
ら
さ
き
掲
ぐ

寒
た
ま
ご
割
れ
ば
い
で
た
る
黄
身
二
つ
黄
い
ろ
が
ち
な
る
今
朝
の
い
り
た
ま

丸
ま
り
て
子
猫
は
眠
る
傍
に
ず
う
っ
と
そ
う
し
て
い
た
く
な
る
午
後

稲
井
千
代
乃

北
澤
喜
美
子

栗
﨑

　房
子

栗
﨑

　廉
子

工
藤

　明
子

境

　
　益
代

榊
原
レ
イ
子

立
石

　
　史

津
出
ト
ヨ
子

三
池

　淑
恵

本
住

　晴
美

　
薫
風
が
麦
畑
の
上
を
渡
っ
て
い
き
ま
す
。

麦
の
穂
は
日
一
日
と
黄
色
く
熟
れ
、
嘉
島
な

ら
で
は
の
麦
秋
の
季
節
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
４
月
は
幼
稚
園
や
小
中
学
校
の
入
園
、
入

学
式
に
出
席
。
緊
張
の
中
に
も
希
望
に
あ
ふ

れ
た
新
入
生
た
ち
の
表
情
が
印
象
的
で
し

た
。
よ
く
学
び
よ
く
遊
ん
で
健
や
か
に
成
長

し
、
町
の
将
来
を
担
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
地
元
に
定
住
し

て
も
ら
え
る
よ
う
な
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り

も
必
要
で
す
。

　
４
月
29
日
は
「
緑
川
の
日
」
。
流
域
各
地

で
清
掃
活
動
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
が
、
町
内

の
犬
渕
地
区
の
河
川
敷
に
も
大
勢
の
皆
さ
ん

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
で
21

回
目
。
「
川
を
き
れ
い
に
」
と
い
う
意
識
も

年
々
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
、
う
れ
し
く
思

い
ま
す
。

　
こ
れ
も
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
一
つ
で
す
。

総合運動公園の多目的競技場完成記念式典で親善試合を
行った嘉島サッカークラブ、ロアッソ熊本の選手と

橋を過ぎて野色を分ち

中嶋　勇さん
（三郎無田）

増岡　恵子さん
（上六嘉）

つ
ま

高田のキンセンカ
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・辞令交付式及び庁内常会
・熊本県町村会新任式
・教職員辞令交付式
・上益城広域連合辞令交付式
・熊本県農業公社来庁対応
・ＪＡかみましき来庁対応
・嘉島交番所長来庁対応
・消費者相談員辞令交付式
・熊本県土地改良事業団体連合会来庁対応
・熊本県市町村自治会館研修棟落成式
・上島区老人会総会
・自衛隊宇城募集案内所長来庁対応
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た
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左
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嘉
島
町
社
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福
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協
議
会
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地

域
福
祉
の
た
め
に
役
立
て
て
下
さ

い
。」と
香
典
返
し
に
代
え
て
多
額

の
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

　
ご
芳
志
に
沿
う
よ
う
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活
用
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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。
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すく すく 笑顔

　大
型
連
休
は
レ
ジ
ャ
ー
等
で
遠
出
さ

れ
た
方
も
多
い
の
で
は
。
山
々
に
は

木
々
が
芽
吹
き
鮮
や
か
な
緑
一
面
。
出

か
け
る
に
は
絶
好
の
時
季
で
す
ね
。

　私
は
と
い
え
ば
、
散
歩
で
も
と
思
い
、

近
く
を
散
策
し
な
が
ら
歩
い
て
み
ま
し

た
。
す
る
と
今
ま
で
気
付
か
な
か
っ
た

も
の
を
目
に
し
、
た
ま
に
は
の
ん
び
り

す
る
の
も
い
い
な
ぁ
と
感
じ
た
半
面
、

車
の
危
険
性
も
体
感
。

　春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
は
終
わ
り

ま
し
た
が
、
引
き
続
き
ゆ
と
り
を
も
っ

た
安
全
運
転
で
お
願
い
し
ま
す
。（
係
）

発行所 嘉島町
発行人 荒 木 泰 臣

http://www.town.kashima.kumamoto.jp/
http://www.town.kashima.kumamoto.jp/i/

発行日　平成26年5月9日

嘉島町の人口動態

平成26年4月30日現在

（前月比）

人　口　 9,078 人　　（－32）

　男　　 4,358 人　　（－22）

　女　　 4,720 人　　（－10）

世帯数　 3,344 世帯　（－27）

-

- - -

5月 11日（日） 笹原外科胃腸科医院（御船町）
  ☎２８２－００７０
5月 18日（日） のぐち皮ふ科医院（嘉島町）
  ☎２３７－４１１２
5月 25日（日） 榊田外科医院（御船町）
  ☎２８２－６３６３
6月  1日（日） 泰泉堂牟田医院（御船町）
  ☎２８２－０216
 古閑整形外科胃腸科医院（御船町）
  ☎２８４－２０１０
6月  8日（日） 西村病院（嘉島町）
  ☎２３７－１５５１
6月 15日（日） 熊本回生会病院（嘉島町）
  ☎２３７－１１３３

　第14回御船警察署管内4町対抗交
通安全グラウンドゴルフ大会に参加
された嘉島町老人クラブ連合会代表
チーム（北甘木老人会）の皆さん。
　交通安全の特別ルールが設けられ
た8ホールを安全にプレーし、12チー
ム中3位の好成績を収めました。

「すくすく笑顔」掲載希望者を募集しています。総務課広報係
に写真を持参いただくか、メールでご応募ください。メールの
場合は、写真を添付し、氏名、生年月日、コメントを入力のう
えsoumu@town.kashima.kumamoto.jpに送信してください。

宮
村 

仁
子
（
に
こ
）
ち
ゃ
ん

平
成
25
年
５
月
12
日
生

おねえちゃん、
いつも遊んでくれてありがとう

ご両親：宮村　任さん・選子さん（上島）

5
No.486

広報かしま2014.5

主な内容

清水わき 心ふれあう 嘉島町

年
平成 年

「Ｌet’s enjoy 楽しんでいます」では元気に活動されるお年寄りの団体や個人を紹介します。
掲載を希望される方は総務課広報係までご連絡ください。

左上：教室の後ろに並
んで入学式を待つ嘉
島西小の新1年生
右上：矢形川の庄嶋橋
下流にあげられたこ
いのぼり
右中：人工芝の多目的
競技場で開かれた
サッカー教室に参加し
た子どもたち
中央：下仲間地区の麦
畑
右下：嘉島リバゾン内
のツツジ
左下：犬渕地区のレン
ゲ畑と麦畑

○平成26年度一般会計当初予算 
………………………… ②～③

○多目的競技場完成………… ④

○春の全国交通安全運動…… ⑤
○入学・入園式………… ⑥～⑦
○町赴任の先生方紹介……… ⑧
○消防団新部長に辞令……… ⑨
○新嘱託員に委嘱状………… ⑨

○郡体は7月13日開会式 …… ⑩
○特定健診のおすすめ……… ⑫
○お知らせ情報館……… ⑬～⑱
○見守り新鮮情報…………… ⑳
○Living in Kashima ……… ㉑
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